
中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

林

威

雄

t主

し

カZ

き

一
、
各
種
金
融
機
関
の
中
小
企
業
金
融
に
占
め
る
地
位

二
、
銀
行
と
中
小
企
業
金
融

、
中
小
金
融
機
関

四
、
政
府
中
小
金
融
機
関

す

び

むtま

し

カ雪

き

戦
後
わ
ず
か
な
一
時
期
で
は
あ
っ
た
が
、
段
戦
に
よ
っ
て
独
占
資
本
が
混
乱
し
、
弱
体
佑
し
た
当
時
、
中
小
企
業
は
「
一
時
的
好
況
」

を
て
い
し
た
。
そ
れ
は
、
中
小
企
業
が
軍
需
産
業
か
ら
平
和
産
業
へ
の
転
換
が
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
、
復
員
や
徴
用
解
除
に
よ
っ

中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

一
七
七



中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

一
七
八

て
解
放
さ
れ
た
労
働
力
が
労
働
市
場
に
多
〈
流
入
し
た
こ
と
、
そ
し
て
生
活
必
需
品
に
対
す
る
需
要
が
戦
時
の
反
動
に
よ
っ
て
大
き
か
っ

た
こ
と
等
の
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
占
領
国
の
支
配
体
制
確
立
の
た
め
に
と
ら
れ
た
一
連
の
経
済
・
金
融
政
策
の
遂
行

に
よ
っ
て
、
中
小
企
業
は
た
ち
ま
ち
苦
難
に
直
面
し
、
中
小
企
業
の
危
機
が
叫
ば
れ
る
に
い
た
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
フ
レ
政
策
、
傾

斜
生
産
万
式
、
経
済
安
定
九
原
則
、
ド
ッ
ジ
公
使
に
よ
っ
て
代
弁
さ
れ
た
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
等
に
よ
り
、
中
小
企
業
は
原
料
高
、
売
行
き
不

振
、
売
掛
金
回
収
の
不
円
滑
、
大
企
業
か
ら
の
し
わ
寄
せ
、
金
融
難
、
金
詰
り
、
重
税
に
あ
え
ぎ
経
営
は
ま
す
ま
す
困
難
と
な
っ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
昭
和
二
五
年
六
月
朝
鮮
動
乱
の
勃
発
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
動
乱
プ
l
ム
」
が
到
来
し
た
が
、
そ
の
利
益
を
全
面
的

、
に
享
受
じ
た
の
は
独
占
資
本
で
あ
っ
て
、
中
小
企
業
は
単
に
局
部
的
に
多
少
の
剥
益
を
う
け
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

ム
」
は
、
一
ぜ
的
プ

i
ム
に
す
ぎ
ず
余
り
に
も
早
く
崩
れ
、
'
二
六
年
春
頃
か
ら
恐
慌
に
突
入
し
、
中
小
企
業
は
一
路
窮
乏
と
崩
壊
の
道
を

歩
か
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
!
と
く
に
昨
秋
以
来
の
金
融
引
締
政
策
に
よ
っ
て
倍
加
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

中
小
企
業
問
題
は
、
中
小
企
業
一
金
融
問
題
と
し
て
第
一
義
的
に
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
単
に
金
融
問
題
と
し
て
の
み
こ
れ
を
解
決
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
在
の
中
小
企
業
問
題
は
、
現
在
の
日
本
資
本
主
義
が
置
か
れ
て
い
る
歴
史
的
地
位
と
.
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
ゐ

り
、
戦
後
の
日
本
資
本
主
義
の
歴
史
的
地
位
、
そ
れ
を
規
定
す
る
基
本
的
条
件
、
性
格
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
の
道
が

ひ
ら
か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
中
小
企
業
金
融
問
題
は
、
中
小
企
業
問
題
の
基
本
的
問
題
で
は
な
い
。
し
か
し
副
次
的
問
題
で
あ
る
と
し

τ

こ
の
「
動
乱
プ
l

-
も
、
中
小
企
業
の
基
本
的
問
題
の
一
面
は
、
中
小
企
業
金
融
問
題
と
し
て
現
象
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
中
小
企
業
金
融
問
題
を
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
は
、
基
本
的
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
を
よ
れ
ノ
具
体
的
に
、
よ
り
現
実
的
な
ら
し
め
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

本
稿
は
、
中
小
企
業
金
融
問
題
を
と
く
に
金
融
機
関
の
側
面
か
ら
考
察
し
、
各
種
の
金
融
機
関
が
、

い
か
に
中
小
企
業
に
対
し
て
い
る



か
、
中
小
企
業
に
関
連
す
る
各
種
金
融
機
関
の
性
格
、
役
割
等
を
概
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
中
小
企
業
の
金
詰
り
の
状
況
と
そ
の
原
因
、
資
金
の
需
要
等
を
中
小
企
業
庁
振
興
部
会
報
課
編
「
中
小
企
業

金
融
実
態
調
杢
」
昭
和
二
八
年
一

O
月
ハ
二
九
調
査
資
料
第
一
号
、
昭
和
二
九
年
二
刀
〉
に
よ
り
、
そ
の
傾
向
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
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「中小企業金融実態調査』

第3表金詰り原因別業者数



「
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
金
操
り
の
現
況
は
、
第
一
表
の
ご
と
く
で
「
金
繰
り
は
楽
」
で
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
大
部
分
毎
占
め
て

お
り
、
な
か
で
も
規
襖
別
に
み
れ
ば
規
模
が
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど
、
金
繰
り
が
苦
し
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
金
繰
り

の
推
移
を
み
れ
ば
、
第
二
表
の
ご
と
く
金
繰
り
は
漸
次
悪
化
し
て
お
り
、
良
く
な
つ
に
も
の
は
極
く
僅
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

で
は
こ
う
し
た
金
詰
り
の
鳳
因
は
ど
こ

ιあ
る

ωで
ゐ
ろ
う
か
。

第
三
表
に
よ
っ
て
わ
か
る
ご
と
く
、
工
業
で
は
、
最
大
の
原
因
は
売
掛
の
増
加
お
よ
び
売
掛
金
回
収
の
不
円
滑
で
め
り
、
第
二
に
売
上

利
益
の
減
少
、
第
三
に
資
金
借
入
の
困
難
お
よ
び
手
形
割
引
の
不
円
滑
、
第
四
に
売
上
の
減
少
、
第
五
に
原
材
料
購
入
費
の
増
加
、
第
六

売
上
の
減
少
が
五
四
・
一
一
d
p

で
最
大
の
原
因
と
な
っ
て
お
り
、

に
過
重
な
制
金
の
取
立
て
の
順
に
な
る
。

商
業
で
は
、

第
二
に
売
上
利

い
盆
の
減
少
、
第
三
に
売
掛
の
増
加
お
よ
び
売
掛
金
日
間
収
の
不
円
滑
、
第
四
に
過
重
一
な
税
金
の
取
立
て
、
第
五
に
仕
入
資
金
の
増
加
、
第
六

に
資
金
借
入
の
困
難
お
よ
び
手
形
割
引
の
不
円
滑
の
順
に
な
る
。
す
な
わ
ち
「
売
れ
な
い
」

「
売
っ
て
も
金
が
も
ら
え
な
い
」

「
買
え
な

L、
し『

「
資
金
が
借
り
ら
れ
な
い
」

「
も
う
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
金
詰
り
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
と
れ
を
規
模
別
に
み
れ

ば
、
規
模
の
小
さ
い
も
の
ほ
ど
概
し
て
深
刻
で
ゐ
る
。

と
の
「
実
態
調
査
」
は
、
二
八
年
一

O
耳
で
あ
る
の
で
、
い
ま
だ
金
融
引
締
政
策
の
影
響
が
、
中
小
企
業
に
じ
わ
寄
ぜ
と
な
っ

τ表
わ

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
金
詰
り
の
原
因
に
変
化
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、

b
し
ろ
こ
こ
に
で
て
い
る
傾
向
の
深
化
告
表
わ
す

変
化
で
あ
る
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

亮
七
の
械
少
、
売
掛
金
回
収
の
不
円
滑
、
原
材
料
費
の
増
加
等
は
、
深
刻
な
恐
慌
の
反
険
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
親
企
業
の
下
請
中
小
企

楽
に
対
す
る
支
払
は
遅
延
し
、
そ
し
て
支
払
の
大
部
分
は
手
形
に
よ
っ

τ支
払
わ
れ
、
し
か
も
そ
の
期
聞
は
次
第
に
延
期
主
れ
、
六
声
月
、

か
ら
九
ヵ
月
に
お
よ
ぶ
も
の
も
で
で
き
て
い
る
。
金
融
引
綿
政
策
の
実
行
は
、
ま
す
ま
す
乙
の
傾
向
を
強
め
て
い
る
。
独
占
資
本
の
合
理

中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

八



中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

八

化
に
と
も
な
う
首
切
り
の
結
果
と
し
て
失
業
者
が
続
出
し
、
ま
た
低
賃
金
政
策
に
よ
り
園
内
市
場
は
ま
す
ま
す
狭
隆
化
し
、

一
方
、
日
中

貿
易
を
認
め
ね
政
治
的
圧
力
に
よ
る
貿
易
の
不
振
は
、
当
然
中
小
企
業
一
の
売
上
減
少
と
い
う
結
果
を
ま
ね
き
中
小
企
業
危
機
の
原
因
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。

売
上
代
金
に
対
す
る
支
払
は
、
長
い
期
閣
の
手
形
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
ま
た
支
払
を
延
ば
し
て
中
小
企
業
の
金
詰
り
を
困
難
化
さ
せ

て
い
る
反
面
、
原
材
料
の
購
入
は
、
現
金
で
な
さ
れ
る
こ
と
巻
強
制
さ
れ
て
い
る
。
代
金
支
払
が
商
品
を
納
め
た
と
き
す
ヤ
に
も
ら
え
る

か
、
ゐ
る
い
は
原
材
料
な
ど
を
貸
し
て
く
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
加
工
賃
が
ひ
ど
く
た
た
か
れ
る
。
原
材
料
の
購
入
は
、
現
金
で
な
さ
れ

る
こ
と
を
強
制
さ
れ

τい
る
ば
か
り
で
な
く
、
原
材
料
に
は
、
鉄
鋼
等
に
み
ち
れ
る
ご
と
く
独
占
価
格
が
形
成
さ
れ

τい
る
。
ま
に
、
過

剰
告
産
、
金
詰
り
に
よ
り
投
売
り
を
中
小
企
業
は
、
余
儀
な
く
さ
れ
、
原
料
高
、
製
品
安
と
い
う
結
果
を
み
、
売
上
利
益
は
減
少
す
る
。

こ
の
よ
う
な
種
々
の
形
の
独
占
資
本
に
よ
る
収
奪
の
強
化
に
よ
り
中
小
企
業
は
、
ま
す
ま
す
困
窮
、
倒
産
の
う
き
め
に
あ
っ
て
い
る
の
で

みの旬。。中
小
企
業
は
、
資
金
が
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
。
し
か
し
中
小
企
業
は
、

「
信
用
力
の
不
足
」
と
い
う
理
由
で
な
か
な
か
金
融
機
関

か
ら
の
借
入
、
が
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
が
ま
た
金
詰
り
の
一
つ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
資
金
借
入
の
困
難
、
手
形
割
引
の
不
円
滑
が
、
「
実

態
調
査
」
に
よ
っ
て
も
、
金
詰
り
の
主
要
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
過
重
な
税
金
が
諜
せ
ら
れ
、
か
つ
強
権
に
よ
る
徴
収
が
お
こ

伝
わ
れ
て
い
る
の
で
ゐ
る
。

中
小
企
業
の
金
詰
り
は
、

つ
ま
り
日
本
謹
済
の
全
面
的
不
況
、
戦
争
経
済
へ
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
、
そ
こ
に
ま
た
自
己
の
最

大
限
利
潤
を
追
求
す
る
独
占
資
本
に
よ
る
収
奪
、
中
小
企
業
に
対
す
る
国
家
の
諸
政
策
の
貧
弱
さ
、
そ
し
て
中
小
企
業
が
、
そ
れ
が
故
に

中
小
企
業
と
い
わ
れ
る
と
乙
ろ
の
小
資
本
で
あ
る
と
い
う
点
等
に
基
因
し
て
い
る
の
で
ゐ
る
。



ご
と
く
で
ゐ
る
。

こ
の
よ
う
な
金
詰
り
の
官
接
の
結
果
と
し
て
資
金
の
需
要
が
商
い
こ
と
は
当
然
で
ゐ
る
。
同
じ
く
「
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
第
四
表
の

第4表 菜種別借入必要資金の有無別業者数

一.______ 有無別 I I I 
----_有 i 無|不明|

業種別 ------九J l 上一一一一一一一一一一
l-80〆lo-M
51.6;ず 45.6ダ I 2.8;'G I 100.0;ず

計

業工

業

」Jjhl有|無 l不寸汀
;:引:::7|::71

100.0μ 

100.0% 

100.0% 

100.0ダ1.1% 22.8ダ

100.0% 3.3ダ51.3jぜ業

資本金別借入必要資・金の有無別業者数(工業)

;;λバ竺~I 有 無 不明 計

50万円未満! 63M 35.0ダ 1.3〆 10日.0グ

国1田国。-1曲万円輔自.6% 27.1% 0.3% 100.0ダ
- 300万円未満 78.9% 21.1ダ 100.0ダ

- 500万円未満 86.5〆 13.1% 0.9:〆 100.0% 

18.1% 100.0ダ

1，0∞万円以上 88.3% 11.7% 1.8% 100.0ダ

不 明 73.2% 25.0% 100.0% 
一一一一一

〈備考Ji中小企業金融実態調査J

二
八
年
五
月
か
ら
一

O
月
ま
で
の
六
ヵ
月
間
に
「
資
金
借
入
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
」
と
す
る
も
の
は
、
工
業
で
は
七
一
二
J

五
%
、
商
業

100.0ダ

100.0% 

商

中
小
企
業
金
融
正
金
融
機
関

2.1% 

2.1〆

11.6ダ

12.2ダ

27.1;耳、

一
八
三



中
小
企
業
金
融
と
金
議
機
関

一
八
四

、・3
0

、tu
-
-
a
h
・

で
は
五
一
・
六

μ
で
ゐ
る
。
し
た
が
っ

τ工
業
で
は
約
七
割
、
商
業
で
は
約
五
割
の
も
の
が
資
金
借
入
の
必
要
が
ゐ
.
っ
た
こ
と
ぞ
示
し

τ

こ
れ
を
規
模
別
に
み
る
と
、

資
本
金
別
に
み
て
も
開
践
の
傾
向
に
め
る
。

工
業
で
は
「
五

Z
ニ
九
人
」
の
規
模
で
六
八
・
八
%
を
占
め
て
い
る
が
、
概
し
て
規
模
が
大
き
く
な

卸
売
業
で
は

る
に
し
た
が
っ
て
高
い
率
を
示
し
、

2.7%'1100.0%'1 

8.0%'110ωダ|

計1-rプ局面瓦膚ト
iヱ 1;;:|:;:;;lizl

言十

-11  5-29人間.]〆 15.3%1 ]6.3〆 2.3%'1100.0 

工 I30-99人 76.2;ぜ>1，.7ダ 15.9}ず 3.2〆 100.0

1ω 可 199人 81.7ダ 3.3%'1 11.1ダ 3.9刻100.0

不明川 11門 8.8%'i100.0〆|

|卸売ぉdlM l | 
業小 売札3引札3ダ 7・“ 10.0〆胤Oダ

規模別借入申込先別業者数

1------_______ 申込先別 1.4. 田 I 金融機|
------. 1 .話器 iその他|関及び l不l規制 :------!脳同 1 Jその他 i

業商

路
業
一
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
ヘ

資本金別借入申込先別業者数〈工業〉

1-ょ町長一融l l羽 _!  H I 、 1孟関 lその他!鴎関1J({sI不明 計 i
資本金別 .......______i '1惜蝿 I 1その他 1 1 1 

l 50- 1∞j万j円予未iぷミ満 η .0;〆列百引i1政0.5:〆ダ刻lユ羽5.8兵刻tj 2.7j刻ぜ引110ω0.0点〆料ずf
; 

1川00- Sω00万円未満淵 7初o.OJ.〆刻{¥ 5.9}〆刻ぜ凶¥ 16.8;到引 1.3}刻ぜ引I1Cω白.0月ダf 

11.8"%1 韮.3%'1100.0ダ

3.9〆'1100.0〆

19.3;ぜ61.6% 500万円未満300-' 

11.0ダ7.1% 78.0ダ500-.-1，∞0万円未満
100.0J'; 

7以100.0%
12.4%' 3.3〆1，000)j円未満I8:1.3%， 

I 65.9% 19.5〆

日南考)r中ふ企業金融実態調査J

7.3% 明不



セ
六
・
一
%
で
あ
る
が
小
売
業
℃
は
四
五
・
四
%
と
な
っ
て
い
る
。

己
の
「
実
態
調
査
」
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
中
小
企
業
の
資
金
需
要
は
大
き
い
の
で
ゐ
る
。
そ
こ
で
こ
の
資
金
需
要
の
申
込
先
を

み
る
と
第
五
表
の
と
と
く
で
あ
る
。

第
五
表
お
し
み
る
と
工
業
で
も
商
業
で
も
資
金
需
要
者
の
七
O
%
が
金
融
機
関
に
申
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
規
模
別
に
み
る
と
規
模
が
大

き
い
ほ
ど
金
融
機
関
へ
の
申
込
が
多
く
、
規
模
が
小
き
い
も
の
ほ
ど
金
融
機
関
以
外
へ
の
申
込
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

的
慣
向
と
し
て
解
し
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。

こ
の
傾
向
は
一
般

乙
の
よ

3
に
資
金
需
要
が
多
〈
、
し
か
も
そ
の
申
込
先
の
七
割
が
金
融
機
関
へ
の
申
込
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
金
融
機
関
と
中
小
企
業

金
融
と
の
関
係
は
深
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
金
融
戯
関
と
い
っ
て
る
多
数
あ
り
、
ま
た
そ
の
性
格
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
役
割
も
お
の
ず
か
ら
こ
と
な
っ

τい
る
。
そ
こ
で
各
種
の
金
融
機
関
が
中
小
企
業
に
対
し
て
い
か
に
融
資
を
お
ζ

な
っ
て
い
る
か
、
以

下
そ
の
性
格
、
役
割
に
つ
い
て
の
べ
て
み
よ
う
。

各
種
金
融
機
関
の
中
小
企
業
金
融
に
占
め
る
地
位

小
企
業
金
融
公
庫
、
国
民
金
融
公
庫
で
ゐ
る
。

現
在
中
小
企
業
に
対
し
て
融
資
を
お
こ
な
っ

τい
る
主
な
金
融
機
関
は
、
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信
府
金
庫
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
、
中

こ
の
う
ち
、
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
、
閣
民
金
融
公
庫
は
、
終
戦

後
そ
れ
手
れ
の
法
律
に
も
と
。
す
い
て
改
組
ゐ
る
い
は
新
設
さ
れ
た
も
の
で
ゐ
る
。
制
々
の
金
融
機
関
に
つ
い
て
の
論
述
は
後
に
ゆ
ず
り
、

本
節
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
会
金
融
機
関
が
、
中
小
企
業
金
融
に
占
め
る
地
伎
を
ま
ず
概
観
し
て
み
よ
う
。

そ
こ
で
中
小
企
業
融
資
残
高
を
昭
和
二
瓦
年
以
降
金
融
機
関
別
に
一
ホ
す
と
第
六
表
の
ご
と
く
で
ゐ
る
。

中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

一
八
五
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〔備考J1. 日本銀行統計局「本邦経済統計Jr経済統計月報」より作成
2. 全国銀行は昭和27年まで資本金300万円以下、昭和28半以険資

本金 1 ， 000 万円以下、復金、開銀は資本金 300 万円以下のr~:資

残高。

3.倶) 昭和26年9月まで無尽業法による無尽会社、 10月以降相互銀

行法による栢互銀行、および同法附則による無尽会社を含む。

給付金と貸出金の合計金額。

め) 昭和26年10月以降信用金庫法による信用金庫および同法施行

法による信用協同組合を含む。
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全
国
銀
行
三
一
大
銀
行
、
債
券
発
行
銀
行
、
地
方
銀
符
、
信
託
銀
行
、
お
よ
び
全
国
銀
行
信
託
勘
定
を
含
む
U

の
中
小
企
業
融
資
残
高
の
総
中
小

企
業
融
資
残
高
に
対
す
る
割
合
は
、
昭
和
二
五
年
七
三
・
八
一
労
、
二
六
年
六
三
・
八
%
、
二
七
年
六

0
・
四
U

声
、
二
八
年
六
回
・
六
%
、

二
九
年
六
月
六
二
%
を
占
め
、
平
均
六
五
%
を
占
め
て
お
り
、
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
の
中
小
金
融
機
関
、
政
府
金
融
機
関
と
し
て
の
色

彩
の
濃
い
商
工
組
合
中
央
金
庫
、
お
よ
び
中
小
企
業
金
融
公
庫
、
国
民
金
融
公
庫
の
政
府
金
融
機
関
の
融
資
残
高
よ
り
上
廻
っ
て
い
る
。

全
国
銀
行
は
、
日
本
銀
行
統
計
局
の
統
計
作
成
に
お
い
て
は
、
二
七
年
ま
で
は
資
本
金
三

O
O万
円
以
下
の
企
業
に
対
す
る
融
資
残
高
で

あ
っ
た
が
、
二
八
年
以
降
は
、
資
本
金
一
、

0
0
0万
円
以
下
の
企
業
に
対
す
る
融
資
残
高
を
銀
行
の
総
融
資
残
高
の
ほ
か
に
示
し
て
い

る
の
で
、
第
六
表
で
は
、
ニ
七
年
ま
で
は
資
本
金
三

O
O万
円
以
下
、
二
八
年
以
降
は
資
本
金
一
、

0
0
0万
円
以
下
の
融
資
残
高
を
一

応
中
小
企
業
融
資
残
高
と
し
て
、

こ
の
金
額
を
記
載
し
た
。
で
あ
る
か
ら
二
七
年
と
二
八
年
と
の
聞
に
は
差
額
が
は
な
は
だ
し
く
、
二
八

年
は
、
二
七
年
に
比
し
約
二
倍
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
八
年
以
降
を
ニ
七
年
以
前
と
同
じ
く
資
本
金
三

O
O
万
円
以
下
の
企
業
に

対
す
る
融
資
残
高
と
し
て
み
る
と
、
二
八
年
七
、
ニ
ニ
二
億
三
、
九
O
O
万
円
、
二
九
年
六
月
六
、
六
九
三
億
六
、

一
O
O
万
円
と
な
る

ハ
商
工
組
合
中
央
金
庫
「
商
工
金
融
」
よ
り
〉
。
そ
こ
で
、
こ
の
金
額
を
も
っ
て
す
る
と
全
国
銀
行
の
総
中
小
企
業
融
資
残
高
に
対
す
る
割
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
五
六
・
七

μ
、
五
三
・
六
%
と
な
り
、
資
本
金
一

1
0
0
0万
円
以
下
の
企
業
へ
の
融
資
を
中
小
企
業
融
資
残
高
と
し
た
第
六

表
の
割
合
ぞ
下
廻
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
全
国
銀
行
の
中
小
企
業
融
資
残
高
を
ニ
七
年
以
前
と
同
じ
く
資
本
金
一
ニ

O
O万
円
以
下
と
す
る
と
、
全
国
銀
行
の
占
め
る
割

合
は
漸
減
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
八
年
ま
で
資
本
金
三

O
O万
円
以
下
の
企
業
に
対
す
る
全
国
銀
行
の
融
資
残
高
は
、
毎
年
約
一
、

0
0
0億
程
度
増
加
し
て
い
る

が
、
全
国
銀
行
の
総
融
資
残
高
に
対
す
る
割
合
は
漸
誠
し
て
お
り
、
二
八
年
に
お
い
て
は
二
七
%
に
す
ぎ
ず
、
七
三
%
が
資
本
金
三

0
0

中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

-
八
七



中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

一
八
八

万
円
以
上
の
企
業
に
融
資
さ
れ
て
い
る
Q

し
た
が
っ
て
、
銀
行
の
中
小
企
業
融
資
残
高
に
占
め
る
割
合
が
高
い
か
ら
と
い
っ
て
も
、
銀
行

は
一
般
的
に
は
決
し
て
中
小
企
業
の
花
め
の
金
融
機
関
で
は
な
い
。

全
国
銀
行
の
中
小
企
業
融
資
残
高
は
、
二
九
年
六
月
に
は
、
ニ
八
年
一
二
月
に
比
し
資
本
金
一
二

O
O
万
円
以
下
に
お
い
て
五
二
八
億

八、

0
0
0
万
円
、
資
本
金
一
、

O
C
O
万
円
以
下
に
お
い
て
六
二
三
億
九
、
三

O
O
万
円
と
、
絶
対
額
に
お
い
て
も
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
全
国
銀
行
の
総
融
資
残
高
は
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
銀
行
の
選
別
融
資
の
強
化
に
よ
り
、
中
小
企
業
融
資
が
し
め
だ
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

全
国
銀
行
が
、
中
小
企
業
融
資
残
高
に
占
め
る
割
合
を
漸
減
し
て
き
て
い
る
の
に
対
し
て
、
中
小
金
融
機
関
た
る
相
互
銀
行
、
信
用
金

庫
の
割
合
は
増
加
し
て
い
る
。
全
国
銀
行
が
、
二
八
年
以
降
を
資
本
金
一
、

0
0
0
万
円
以
下
に
引
ゐ
げ
た
た
め
、
相
互
銀
行
は
一
八
・

七
%
、
信
用
金
庫
は
一

0
・
一
%
と
こ
七
年
に
比
し
割
合
が
減
少
し
て
い
る
が
、
二
八
年
以
降
の
全
国
銀
行
ぞ
資
本
金
一
一
一

O
O万
円
以
下

に
す
る
と
相
互
銀
行
は
、
二
八
年
二
ニ
・
八
%
、
二
九
年
六
月
一
一
回
・
四
%
と
増
大
し
、
信
用
金
庫
も
一
ニ
・
八
%
、

一
三
・
一
二
必
・
と
増

大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

商
工
組
合
中
央
金
庫
、
国
民
金
融
公
庫
も
融
資
残
高
、
割
合
と
も
に
毎
年
増
大
し
て
い
る
が
、
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
ほ
ど
著
し
く
な
い
。

中
小
企
業
金
融
公
庫
は
、
二
八
年
八
月
に
法
律
が
公
布
さ
れ
、
九
月
に
業
務
を
開
始
し
た
が
、
中
小
企
業
融
資
残
高
に
占
め
る
割
合
は

二
九
年
六
月
で
一
・
七

μ
に
す
ぎ
な
い
。

以
上
各
種
金
融
機
関
の
中
小
企
業
金
融
に
占
め
る
地
位
を
そ
の
融
資
残
高
に
お
い
て
み
た
が
、
中
小
企
業
金
融
は
、
銀
行
、
相
互
銀
行
、

信
用
金
庫
に
よ
っ
て
そ
の
九
三
%
ま
で
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
政
府
金
融
機
関
た
る
中
小
企
業
金
融
公
庫
、
国
民
金
融
公

庫
、
お
よ
び
政
府
金
融
機
関
と
し
て
の
色
彩
の
濃
い
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
占
め
る
比
重
は
、
非
常
に
少
く
七
%
を
お
こ
な
っ
て
い
る
に



す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
銀
行
は
、
そ
の
総
融
資
残
高
の
七
三
%
を
大
企
業
、
独
占
資
本
に
融
資
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
日
本

開
発
銀
行
等
の
政
府
金
融
機
関
は
、
治
大
な
資
金
を
独
占
資
本
に
融
資
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
下
各
金
融
機
関
別
に
考
察
を
す
す
め
て
い
こ
う
。

ー・・司

銀
行
と
中
小
企
業
金
融

こ
れ
を
一
一
大
銀
行
、
債
券
発
行
銀
行

地
方
銀
行
、
信
託
銀
行
お
よ
び
全
国
銀
行
信
託
勘
定
別
に
各
銀
行
の
総
融
資
残
高
お
よ
び
中
小
企
業
融
資
残
高
密
示
す
と
第
七
表
の
ご
と

全
国
銀
行
は
、
前
節
で
み
た
ご
と
く
中
小
企
業
融
資
残
高
の
六
O
%
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、

く
で
ゐ
る
。

総
融
資
残
高
に
お
い
て
は
、
毎
年
一
一
大
銀
行
が
最
も
多
く
、

っ
。
つ
い
て
地
方
銀
行
、
債
券
発
行
銀
行
、
信
託
銀
行
の
順
位
に
な
っ
て

お
り
変
化
が
な
い
J

こ
れ
に
対
し
て
中
小
企
業
融
資
残
高
に
お
い
て
は
、
二
七
年
ま
で
は
地
方
銀
有
が
最
も
多
く
、
っ
。
つ
い
て
一
一
大
銀

行
、
債
券
発
行
銀
行
、
信
託
銀
行
の
順
位
で
あ
っ
た
が
、
二
八
年
以
降
は
一
一
大
銀
行
が
中
小
企
業
融
資
残
高
に
お
い
て
も
第
一
位
を
占
め

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
順
位
の
変
化
は
、
前
節
で
の
べ
た
と
と
く
統
計
作
成
上
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
二
七
年
以
前
と
同
じ
く

資
本
金
三
O
O
万
円
以
下
の
融
資
残
高
を
と
っ
て
み
る
と
地
方
銀
行
は
や
は
り
最
も
多
く
な
り
、
第
一
位
を
占
め
て
い
る
。
(
第
八
表
参
照
U

第
七
表
、
第
八
表
に
お
い
て
も
各
銀
行
の
中
小
企
業
融
資
残
高
は
、
二
九
年
六
月
に
お
い
て
二
八
年
一
二
月
に
比
し
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
各
銀
行
の
総
融
資
残
高
は
、
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
企
業
へ
の
融
資
残
高
は
、
増
加
し
て
い
る
の

で
あ
る
q

こ
の
中
小
企
業
に
対
す
る
融
資
の
減
少
は
、
金
融
引
締
政
策
が
と
く
に
中
小
企
業
に
不
利
に
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
る

も
の
で
あ
る
。中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

一
八
九



第7表 銀行別融資残高〈単位100万円〉
中

25.12 1 26.12 1・27.12 1 28.121 29.6 1主
一一一←一一| 金

2 

「¥¥年月1>5.12--[ 
---、、|

鍍行別 ------

11 大銀行

債券発行銀行

地方銀行

信託銀行

信託勘定

全国銀行

14是~7九， 9的22副I 2却99丸，74釘釘1甘I 3担a舗6，8刈8釘7悶51 42部5，5関99: 4“仰是仔7九，94必叫2判i金，&..uv，'OIoLl <;J':';v，.....，U! "，，，，，，，u，vvvi ....r...'.....-"'"II融

261 ， ~851 悦2531 叫2叫肌州問蹴|議
20，258'，晶0;3571 60，611.1 66，36制 66，711

1102q1J;:(21;::12?と:2z::1

銀行別中小企業融資残高ぐその1) (単位100万円〉

-~~年月1I 25.12 1 26.12 1 27.12 I 2812 I 29.6 
銀行別 ~ 

11 大銀

債券発行

地方銀

信託銀

信託勘

全国銀

行 137， コ176，391…i仇開5間899 i 431，729 
銀行成 2山山161， mg 
行 144，330' 198，4661， 280，096: 453，789

1
鈴8，141

行 為6251-| 山|叩引 11，89
定 3，81晶 4，RtoFZ旦viJ5，53412，35818，517l 

行 312，028 409，653 ‘569，872
1 1，005，針。 ω3，0171

〔備考コ1. 日*鍍行統計局「本邦経済統計JI経済統計月報」商工組合中

央金軍「商工金融」より作成

2. 昭和25年以降昭和27年まで資本金8ω万円以下、昭和28年以降

資本金1，000万円以下の融資残高

丸4
0 



第8表銀行別中小企業融資残高

〈その 2)(単位Iω万円〉

¥三 年沼下一一一一|

銀行別 ._________1 1 
29.6 

278，239 307，385 行銀大11 

3生，654

363，406 I 

W11 
7，250 I 

722，239 I 669，361 

E備考〕 商工粧台中火金庫「商工会
融Jより作成

一
一
大
銀

行
と
地
万
銀

行
と
の
中
小

企
業
融
資
残

高
は
、
毎
年

圧
倒
的
に
多

く
、
全
国
銀

行
に
お
け
る

融中
は'小
、会:

ほ業
と金

ん
ど
こ
の
一
一
大
銀
行
と
地
方
銀
行
と
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い

342，171 

7，522 

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
と
銀
行
と
の
融
資
関
係
は
、
単
に
融

37，357 債券発行銀行

行

/:~ 

fゴ

定

15・

資
残
高
の
多
少
に
よ
っ

τの
み
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
中
の
ろ

う
。
銀
行
の
総
融
資
残
高
の
う
ち
、
中
小
企
業
融
資
残
高
が
ど
れ
だ
け
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年
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行
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問

一

¥

日

債

第 9表

銀方地

10.2 

23.8 

方

託

託

国

6.6 

17_9 行

定

行

地

信

全

主艮

勘

銀

託

ヒ備考コ

マ-r:
ロい

国

出
戸
川

1. " 
ln 

全

を
占
め
て
い
る
か
と
い
う
割
合
に
よ
っ
て
む
し
ろ
両
者
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
こ
で
各
銀
行
の
総
融
資
残
高
と
中
小
企
業
融
資
残

高
と
の
割
合
を
も
と
め
る
と
第
九
表
の
と
と
く
な
る
。

第
九
表
に
よ
れ
ば
、
全
国
銀
行
で
は
、
中
小
企
業
融
資
残
高
の
占
め
る
割
合
は
、
二
五
年
の
三
ニ
・
一
一
%
か
ら
ニ
九
年
六
月
に
は
二
三

中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

丸d



中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

数先

1
1
1

出耳目

28.12 27.12 26.12 25.12 

289，610 257，4.01 27壬，603

15，758 46，995 4.7，727 53，187 

第10表銀行

1---ごごーす育

(銀行別

行室長大1] 

債券発行銀行

il.7さ，生89

5，8.，55 

6.83，561 

行

行

定

行

銀行別中小企業貸出先数

九---......... 年月I I 
~ ~ I 25.12 I 26.12 I 27.12 I 

銀行別 で¥ー I I I 

25狗附8

4銘8，82生剣! 是鈎2，56副 岳釘1，17314.似1，511(38，681) 

」 韮必偶俄即吋君持眠剛別曹耽り閉，9刈9偲鮪釧2訂珂叩7町l

4久仰仰判，滞刈刈鉛制制01 り 9甑 ι 

j叫吋帆5戸竺Fj竺一-1
〔備考J1. 日本銀行統計局「本邦経済統計f経済統計月報」

より作成 p 

昭和27年までは資本金300万円以下、昭和?8年は

資本金1，000万円以下( )内は資本金300万円
以下の貸出先数

28.12 

-fJ 
債券発行銀行

行銀方地

5，00生〈3，818 

3，785 4.，3871 ' 

行

.;:! .. 
メζ

行

九-
八
%
と
減
少
し
て
い

る

一
般
的
に
各
銀
行

銀

銀

勘

銀

銀大11 

銀

銀

2 

と
も
減
少
の
傾
向
に
ふ
の

る
Q

地
方
銀
行
は
九
二
五

年
、
一
一
六
年
は
総
融
資

費
一
両
の
ニ
分
の
一
を
中

小
企
業
に
融
資
し

τい

た
。
し
か
し
割
合
は
漸

減
し
大
企
業
へ
の
融
資

が
、
相
対
的
に
も
増
大

し
て
い
る
こ
と
が
み
ら

れ
る
。

一
一
大
銀
行
は

方

託

国

智j

託

f
r
u
 

三ロ

国

行
は
一

C
M百
程
度
に
す
き
ず
、
と
く
に
債
券
発
行
銀
行
は
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。
長
期
資
金
融
資
の
金
融
機
時
と
し
て
の
債
券
発
行
銀

二
O
M程
度
、
信
託
銀

託

地

ヨ一一同It
 

全

信

f言

全

信

行
と
中
小
企
業
と
の
関
係
は
、
ま
す
ま
す
縁
遠
い
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
Q

つ
ぎ
に
各
銀
行
別
に
総
貸
出
先
数
と
中
小
企
業
貸
出
先
数
を
み
る
と
第
一

O
表
の
ご
と
く
で
あ
る
Q



銀
行
別
貸
出
先
数
に
お
い
て
は
、
総
貸
出
先
数
に
お
い
て
も
中
小
企
業
貸
出
先
数
に
お
い
て
も
地
万
銀
行
が
約
五
O
劣
を
占
め
て
い

る
Q

つ
d

つ
い
て
一
一
大
銀
行
で
、
一
向
銀
行
と
を
合
計
す
る
と
総
貸
出
先
数
に
お
い
て
も
、
中
小
企
業
'
貸
出
先
数
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

九
O
%
以
上
を
占
め
る
ο

各
銀
行
の
総
貸
出
先
数
に
対
す
る
中
小
企
業
貸
出
先
数
の
割
合
は
、
全
国
銀
行
に
お
い
て
は
九
三

μ
か
ら
九
四

第n表 銀行別一件当り平均融資額(単位1万円〉

種別I~'''" 一月 I 25.121 部 .ι27.121
|企業坦 '~I _1 __1一一一J

28.12 

ls3 ( 157) 

大企業

中小企業1書l
5，486 (8，571) 大企業行

銀
行

債
券
発 148) 

1，886 (2，718) 

159 ( 78 

1，813 

61 48 中小企業

地銀j大企業
方行l1j:1小企業

中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

83) 

2，950 (3，611) 

85 ( 61 

ヨ，819i 

11生

信銀f大企業
託行i

886 

87 ! 

1，957 I 

さ8[
第 7.8.10表より作成

仁 〉 内it資本金1，000万円以下の場合である。

25， :3'0年の地方銀行と信託銀行は貸出先数が合算
されて統計にでているので計算でぎない。

238) 

3，702 (4，526ヲ

265 ( 

2，851 1，396 

中小企業

f言問{大企業

託定! 中小企業 190) 

3，568 (5，117) 

208く114 

り

O

Q

U

Q

u

h

4

 

1

・1，
 
内。

118 

2，638 f大企業
全援 i

国行i~削、企業 112) 118 ( 62 

日常考)1.

2. 

3. 

%
を
占
め
、
大
部
分
は
中
小
企
業
へ
の
融
資

で
ゐ
る
Q

し
か
し
こ
の
割
合
に
お
い
て
も
地

方
銀
行
が
高
く
、

九
六
%
を
占
め
て
い
る
。

一
一
大
銀
行
も
ま
た
九
一
%
は
中
小
企
業

へ
の
融
資
で
ゐ
る
。

一
一
大
銀
行
は
、
中
小
企
業
に
対
し
て
貸

出
先
数
に
お
い
て
は
九
一
%
で
ゐ
る
が
、
融

資
残
高
は
結
融
資
残
高
の
一
一
O
%
に
す
ぎ
な

残い
F559 
のし
f、 • t，こ
O が
%つ
をて
融九
資%
しの
て貸
い出
る先
~ f乙

二議
あ資

る。

ζ

れ
に
対
し
て
地
方
銀
行
は
、
中
小
企

業
一
に
対
し
て
貸
出
先
数
に
お
い
て
は
九
六
%

で
ゐ
る
が
、
融
資
残
高
は
約
五
O
M
P
で
あ

り
、
四
%
の
貸
出
先
に
総
融
資
残
高
の
約
五

九



市
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

一
九
四

C
%
を
融
資
し

τい
る
Q

だ
か
ら
中
小
企
業
に
対
す
る
貸
出
先
数
の
割
合
、
ま
た
総
融
資
残
高
に
対
す
る
中
小
企
業
融
資
残
高
の
割
合
に

お
い
て
地
方
銀
行
は
、
他
の
銀
行
に
比
す
れ
ば
中
小
企
業
と
最
も
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
ζ

と
が
で
き
る
@

つ
ぎ
に
各
銀
行
の
一
貸
出
先
に
対
す
る
平
均
融
資
額
ψ

住
吉
と
め
て
み
よ
う
。

一
一
大
銀
行
、
債
券
発
行
銀
行
、
地
方
銀
行
、
信
託
銀
行
の
一
貸
出
先
当
り
の
平
均
融
資
額
を
み
る
と
第
一
一
表
の
ご
と
〈
な
る
。
大

企
業
お
よ
び
中
小
企
業
に
お
い
て
も
一
貸
出
先
当
り
の
平
均
融
資
額
は
、
増
加
し
大
口
化
の
傾
向
呈
示
し
て
い
る
。
中
小
企
業
融
資
そ
資

本
金
三

O
O
万
円
以
下
と
す
れ
ば
、
全
国
銀
行
に
お
い
て
は
、
二
八
年
の
大
企
業
は
二
五
年
よ
り
一
、
六
一
一
万
円
増
加
し
て
い
る
の
に

比
し
、
中
小
企
業
は
七

O
万
円
の
増
加
に
す
ぎ
な
い
。
一
「
大
銀
行
に
お
い
て
は
、
大
企
業
は
一
、
五
七
六
万
円
増
加
し
た
の
に
対
し
、

中
小
企
業
は
一
一

O
万
円
し
か
増
加
し
て
い
な
い
。
ま
た
債
券
発
行
銀
行
は
、
大
企
業
二
、
六
一
九
万
円
と
一
一
大
銀
行
の
増
加
よ
り
も

著
し
い
の
に
、
中
小
企
業
は
一
一
一
万
円
し
か
増
加
し

τい
な
い
。
さ
ら
に
資
本
金
一
、

0
0
0
万
円
以
下
を
中
小
企
業
融
資
と
み
れ

ば
、
各
銀
行
と
も
、
大
企
業
は
、

た
場
合
の
増
加
よ
り
少
く
な
っ
て
い
る
@

い
っ
そ
う
は
な
は
だ
し
く
増
加
し
て
い
る
Q

と
こ
ろ
が
中
小
企
業
以
、
資
本
金
三

O
O
万
円
以
下
と
し

一
貸
出
先
当
り
の
平
均
融
資
額
の
増
加
は
と
く
に
大
企
業
に
お
い
て
顕
著
で
め
る
Q

つ
ぎ
に
各
銀
行
別
に
、
中
小
企
業
融
資
を
資
本
金
三

O
O
万
円
以
下
の
企
業
へ
の
融
資
と
し
て
、
中
小
企
業
の
一
貸
出
先
当
り
の
平
均

融
資
額
を
み
れ
ば
、
二
八
年
に
お
い
て
、
信
託
銀
行
は
二
六
五
万
円
、

一
一
六
銀
行
は
一
六
三
万
円
、
債
券
売
行
銀
行
は
一
五
九
万
円
、

地
方
銀
行
は
八
五
万
円
と
な
り
、
各
銀
行
に
よ
っ

τと
と
な
っ
て
い
る
Q

地
方
銀
行
の
一
貸
出
先
当
り
の
平
均
融
資
は
、
他
の
銀
行
に
比

し
著
し
く
小
説
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

資
本
金
一
、

0
0
0
万
円
以
下
の
企
業
に
対
す
る
融
資
を
基
準
と
し
て
み
る
と
、

各
銀
行
の
大
企
業
、
中
小
企
業
と
の
一
貸
出
先
当
り

の
平
均
融
資
額
の
差
額
は
さ
ら
に
着
し
〈
な
る
。

す
な
わ
ち
二
八
年
に
お
い

τ
一、
C
C
O
万
円
以
上
の
資
本
金
を
有
す
る
大
企
業
へ
の



一
貸
出
先
当
り
の
平
均
融
資
額
は
、

債
券
発
行
銀
行
八
、

五
七
一
万
円
、

一
一
六
銀
行
六
、

0
0
八
万
円
、

信
託
銀
行
三
、

六
一
一
万

円
、
地
万
銀
行
ニ
、

七
一
八
万
円
と
、
資
本
金
一
二

O
Q
万
円
以
上
の
企
業
を
基
準
と
し
た
場
合
に
比
し
、
著
し
く
多
額
と
な
る
。
資
本
金

を
基
準
と
し
て
み

τ色
、
資
本
金
の
大
き
い
企
業
ほ
ど
、
融
資
額
が
多
額
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
Q

こ
れ
に
対
し
て
資
本

金
一
、

0
0
0
万
円
以
下
の
企
業
へ
の
一
貸
出
先
当
り
の
平
均
融
資
額
は
、
資
本
金
一
二

O
O
万
円
を
基
準
と
し
た
場
合
よ
り
も
、
逆
に
減

少
し
て
い
る
。
ま
た
資
本
金
三

O
O万
円
以
上
一
、

0
0
0
万
円
以
下
の
企
業
へ
の
一
貸
出
先
当
り
の
平
均
融
資
額
を
計
算
す
る
と
、

一
大
銀
行
一
、
三
四
九
万
円
、
債
券
発
行
銀
行
八
五
六
万
円
、
地
方
銀
行
九
七

O
万
円
、
信
託
銀
行
九
九
三
万
円
と
な
り
、
資
本
金
三

O

O
万
円
以
下
へ
の
融
資
が
い
か
に
少
額
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

、BJ
2
4

・
(
 

一
一
大
銀
行
と
中
小
企
業
一
金
融

一
一
大
銀
行
は
、
銀
行
の
中
小
企
業
金
融
に
お
い
て
貸
出
先
数
の
三
三
形
、
融
資
額
の
四
三
，
%
を
占
め
て
お
り
、
地
方
銀
行
に
つ
い
で

大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
一
一
大
銀
行
の
総
融
資
額
に
対
し
て
は
わ
ず
か
二

O
，
%
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
そ
の
巨
額
の
資
金
主

に
比
す
れ
ば
中
小
企
業
融
資
は
少
額
で
あ
る
。

こ
こ
に
一
一
六
銀
行
の
中
小
企
業
金
融
へ
の
冷
淡
さ
に
対
す
る
批
難
が
生
ず
る
。

こ
の
批

難
を
回
避
し
、
中
小
企
業
金
融
対
策
を
他
へ
そ
ら
会
ん
と
レ
て
「
中
小
金
融
特
別
自
舗
」
が
昭
和
二
五
年
四
月
以
降
設
置
さ
れ
た
。
当
時

}
一
大
銀
行
の
資
金
を
中
小
企
業
金
融
の
た
め
に
引
出
そ
う
と
す
る
種
々
の
案
が
出
さ
れ
た
が
、
結
局
は
中
小
金
融
特
別
居
舗
が
設
置
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
中
小
金
融
特
別
屈
舗
と
す
る
こ
と
が
よ
い
と
い
う
理
由
と
し
て
何
「
支
屈
長
も
担
当
の
仕
事
と
な
れ

ば
、
そ
れ
に
専
心
で
き
る
し
、
小
企
業
へ
の
金
融
の
途
が
し
っ
か
り
で
き
て
く
る
」
と
い
う
こ
と
、
同
「
銀
行
の
立
場
と
し
て
も
別
に
す

が
で
き
る
」
と
い
う
点
、
が
あ
げ
ら
れ
た
。

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
理
も
は
っ
き
り
す
る
」
和
点
の
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
最
後
に
制
「
将
来
何
ら
か
の
制
度
上
の
特
典
を
与
え
る
こ
と

(
中
小
工
業
所
、
研
究
第
四
号
円
曲
家
畜
第
九
号
〕
『
中
小
金
融
特
別
屈
』
昭
和
二
五
年
九
月
U

中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

一
品
五



中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

一
九
六

一
一
大
銀
行
は
、
中
小
企
業
者
の
批
難
を
こ
れ
に
よ
っ
て
回
避
し
、
そ
の
業
務
の
開
始
に
よ
っ
て
預
金
吸
収
と
い
う
利
益
を
獲
得
し
た

ば
か
り
で
な
く
、
加
え
る
に
中
小
金
融
特
別
自
舗
を
設
置
す
る

J

こ
と
に
よ
っ
て
「
何
ら
か
の
制
度
上
の
特
典
」
ぞ
冒
コ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。
戦
後
、
庖
舗
の
増
設
は
制
限
せ
ら
れ
て
い
た
が
、

一
一
大
銀
行
は
、

こ
の
中
小
金
融
特
別
居
舗
の
設
置
に
よ
も
な
い
庄
舗
の
配

(註〉

置
転
換
を
お
こ
な
い
屈
舗
の
新
設
、

移
転
に
よ
っ
て
、
白
舗
の
配
置
を
調
整
し
た
の
で
あ
る
。

(
註
)
「
中
小
金
融
特
別
居
舗
の
設
置
は
山
庖
舗
の
配
置
転
換
の
一
環
と
し
て
新
設
、
移
転
等
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
、
及
び
印
既
存
庄
舗
を
変
更

ず
る
方
法
に
よ
る
も
の
と
に
限
り
、
庖
舗
数
の
増
加
を
見
る
よ
う
な
新
設
は
認
め
な
い
と
共
に
、
既
官
庁
居
舗
の
変
更
に
よ
る
場
合
も
特
に
、
こ
れ
が

た
め
代
替
庖
舗
の
新
設
を
認
め
る
と
と
は
し
な
い
。
但
し
、
全
般
の
庖
舗
配
置
の
合
理
的
調
整
の
た
め
必
要
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
措
置
土
切

離
し
て
、
居
舗
の
配
置
転
換
を
考
慮
す
る
」
(
『
中
小
金
融
特
別
居
舗
の
設
置
に
つ
い
て
』
昭
和
二
五
年
一
二
月
二
四
日
、
銀
々
第
一
四
六
号
「
中
小

金
融
特
別
庖
舗
設
置
要
領
」
〉

融
資
対
象
は
、
当
初
資
本
金
ま
た
は
資
産
三

O
O万
円
以
下
の
企
業
で
あ
っ
た
が
、
二
六
年
四
且
以
降
従
来
よ
り
取
引
関
係
の
あ
る
も

の
に
か
ぎ
り
五

O
O万
円
以
下
に
あ
ら
た
め
ら
れ
、
二
八
年
一

O
月
以
降
は
一
、

0
0
0万
円
以
下
と
漸
次
拡
大
さ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に

融
資
限
度
も
一
取
引
先
に
対
し
累
計
三
一

O
O万
円
以
下
か
ら
、
二
六
年
四
月
以
降
五

O
O万
円
以
下
、
二
八
年
一

O
月
以
降
は
一
、

0
0

O
万
円
以
下
に
改
正
さ
れ
た
。

ま
に
、
中
小
金
融
特
別
居
舗
は
、
そ
の
設
置
地
域
に
制
約
が
ふ
の
り
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
神
戸
、
京
都
、
関
浜
、
福
岡
の
七
大
都

市
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
二
九
年
三
月
末
で
七
六
百
舗
を
か
ぞ
え
、
地
域
別
に
は
、
東
京
二
八
屈
舗
、
大
阪
一
九
倍
舗
、
名
古
屋
五
庄
舗
、

神
戸
九
庖
舗
、
京
都
八
屈
舗
、
横
浜
二
屈
舗
、
福
岡
五
庖
舗
と
な
っ
で
お
り
、
銀
行
別
に
は
、
三
菱
一
一
三
住
友
一
一
、
三
井
、
大
和
各

々
八
、
富
士
、
第
一
各
々
七
、
三
和
、
神
戸
各
々
六
、
東
京
一
二
、
協
和
二
と
な
っ
て
い
る
。

〈
大
蔵
省
銀
行
局
「
金
融
年
報
」
二
九
年
版
〉

中
小
金
融
特
別
居
舗
の
設
置
が
こ
の
よ
う
に
七
大
都
市
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
大
都
市
に
お
け
る
中
小
企
業
と
の
関
係
は
深
ま
り



そ
の
連
繋
は
強
ま
っ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
全
体
的
に
い
っ
て
、
中
小
企
業
金
融
の
円
滑
化
に
は
そ
れ
ほ
ど
役
立
っ
て
い
な
い
。
融
、
貨
は

主
と
し
て
大
都
市
の
独
占
資
本
の
系
列
下
に
ゐ
る
下
請
中
小
企
業
に
対
し

τお
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
中
小
金
融
特
別
屈
舗
設
置
に
よ

る
一
一
大
銀
行
の
中
小
企
業
へ
の
融
資
は
、
単
に
中
小
企
業
金
融
の
円
滑
化
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
ぞ
れ
が
ま
た
独
占
資
本
の
強
化
に

役
立
っ
て
い
る
。
端
的
に
い
え
ば
独
占
資
本
の
系
列
下
に
あ
る
下
請
中
小
企
業
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
で
あ
り
、
独
占
資
本
の
た
め
の

融
資
な
の
で
あ
る
。
預
金
が
著
し
く
増
大
し
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
貸
出
が
そ
れ
ほ
と
増
大
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
本
質
は
こ
の

点
に
あ
る
の
で
あ
る
。
中
小
金
融
と
銘
打
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
ぞ
れ
は
か
位
、
り
ず
し
る
中
小
金
融
の
円
滑
化
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、

む
し
ろ
独
占
資
本
の
系
列
下
に
ゐ
る
下
請
中
小
企
業
に
対
す
る
金
融
を
円
滑
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
占
資
本
を
強
化
す
る
た
め
の
中
小

金
融
特
別
居
舗
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ニ
六
年
四
月
お
よ
び
二
六
年
一
二
月
大
蔵
省
銀
行
局
は
、
中
小
金
融
特
別
居
舗
の
融
資
の
積
極
化
奇
通
知
し
た
。
し
か
し
預
金
に
対
す

る
貸
出
の
割
合
は
、
依
然
と
し
て
低
位
に
ゐ
る
。
す
な
わ
ち
中
小
金
融
特
別
府
舗
は
、
預
金
の
吸
収
機
関
と
な
っ
で
い
る
の
で
あ
る
。

ハ
第
一
二
表
参
照
)

中
小
金
融
特
別
届
舗
は
、
そ
の
融
資
に
あ
た
っ
て
信
用
保
証
協
会
を
よ
り
多
く
利
用
し
た
。
し
た
が
り

τ信
用
保
証
協
会
制
度
の
普
及

に
は
役
立
っ
た
。
し
か
し
同
協
会
の
利
用
は
、
中
小
企
業
融
資
に
と
も
な
う
危
険
吾
回
避
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

ま
に
中
小
金
融
特
別
居
舗
に
か
ぎ
ら
な
い
が
、
銀
行
は
融
資
に
あ
た
っ
て
、
歩
積
、
同
建
ぞ
強
制
し
、
事
実
上
金
利
を
引
ゐ
げ
て
い
る
。

(ロ)

債
券
発
行
銀
行
と
中
小
企
業
金
融

債
券
発
行
銀
行
と
は
、
日
本
銀
行
の
「
経
済
統
計
月
報
」
に
よ
る
と
長
期
信
用
銀
行
、
日
本
興
業
銀
行
(
以
上
長
期
信
用
銀
行
法
に
よ
る
銀
行
υ

と
旧
特
別
銀
行
の
日
本
勧
業
銀
行
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
ハ
以
上
銀
行
法
に
よ
る
銀
行
)
の
四
行
で
ゐ
る
。
長
銀
、
興
銀
は
、
長
期
信
用
誠
行

中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

九
咽じ



中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

一
九
八

法
(
昭
和
二
七
年
六
月
法
律
第
一
八
七
号
)
に
も
と
ず
く
債
券
発
行
銀
行
で
ゐ
り
、
勧
銀
、

部
分
を
預
金
に
よ
っ
て
い
る
が
、

北
拓
は
、
普
通
銀
行
と
し

τそ
の
資
金
源
の
大

旧
特
銀
と
し
て
債
券
勘
定
を
も
っ
て
い
る
の
で
債
券
発
行
銀
行
の
な
か
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

債
券

発
行
銀
行
の
中
小
企
業
融
資
額
の
総
融
資
額
に
対
す
る
割
合
は
バ
前
述
の
ご
と
く
急
激
に
減
少
し
て
き
で
お
り
、
中
小
企
業
の
長
期
資
金

を
債
券
発
行
銀
行
よ
り
借
入
れ
る
こ
と
は
、
ま
す
ま
す
困
難
と
な
っ

τい
る
。
し
か
も
融
資

中小金融特別居鱗預金及び貸出の推移

〈単位 100万円〉

川部 31293出 12lm21

問。 124，039139，755

生，回1I 9，511116，810 ¥19，157122，718 

34.5ダ 14，1.2ダ i侶 .3，%娼.8}ダ|生1.9ダ

27年まで商工組合中央金庫「商工金融J28年以降大

積省銀行局「金融年報J29年版より作成
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B 

金

出

B 
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〔備考〕

Z民

貸

先
の
中
小
企
業
は
、
独
占
資
本
系
列
下
の
下
請
中
小
企
業
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
債
券
発
行
銀

行
の
資
金
源
で
あ
る
債
券
は
そ
の
五

C
M
N
が
資
金
運
用
部
に
よ
っ

τ保
有
8
れ
て
い
る
。
資

金
運
用
部
の
資
金
は
、
そ
の
八
七
労
ま
で
が
(
昭
和
二
九
年
六
月
末
〉
大
衆
の
零
細
貯
金
、
保

険
で
あ
り
、
郵
便
貯
金
、
簡
易
生
命
保
険
、
厚
生
保
険
等
の
預
託
金
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ

の
大
衆
の
預
貯
金
を
も
っ

τ債
券
を
消
化
し
、
債
券
の
発
行
に
よ
っ
て
資
金
を
吸
収
し
た
債

券
発
行
銀
行
は
、
そ
の
一

otpた
ら
ず
を
中
小
企
業
に
対
し
て
融
資
す
る
に
す
い
さ
ず
、
ぞ
の

大
部
分
号
独
占
資
本
に
融
資
し

τい
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
債
券
発
行
銀
行
は
大
銀
行
支

配
の
補
充
銀
行
な
の
で
あ
る
。

V司

地
方
銀
行
と
中
小
企
業
金
融

地
方
銀
行
は
、
毎
年
総
貸
出
先
数
の
九
六
%
を
、
そ
し
て
総
融
資
額
の
約
五
O
%
を
中
小

企
業
に
向
け
て
お
り
、
銀
行
の
中
で
は
最
も
中
小
企
業
と
関
係
が
深
い
。
し
か
し
地
方
銀
行

と
い
っ
て
も
そ
の
数
六
六
行
に
お
よ
び
そ
の
規
模
に
お
い
て
も
預
金
四
O
O
億
円
も
あ
る
銀

行
J
b
J

の
れ
ば
、
二
億
円
の
預
金
を
も
っ

τい
る
に
す
ぎ
な
い
銀
行
も
あ
り
、
貸
出
業
種
も
、



一
貸
出
先
当
り
の
融
資
額
も
、
総
融
資
額
も
、
ま
た
総
融
資
額
の
何
%
ぞ
中
小
企
業
に
対
し
て
融
資
し
て
い
る
か
と
い
う
そ
の
割
合
に
も

世
一
品
、
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銀
行
に
よ
っ
て
こ
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
銀
行
の
う
ち
、
と
く
に
大
き
い
地
方
銀
行
に
は
、
大
企
業
へ
融
資
密
集
中
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
ゐ
る
。
す
な
わ
ち
地
域
的
に
か
・

ぎ
ら
れ
た
地
方
産
業
と
の
関
係
を
そ
の
地
方
の
有
力
者
の
企
業
、
あ
る
い
は
比
較
的
大
き
い
特
定
の
企
業
に
限
定
し
、

一
般
の
地
方
産
業

と
中
小
企
業
へ
の
融
資
を
意
識
的
に
回
避
し
、
大
企
業
へ
の
融
資
を
担
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

大
企
業
へ
の
融
資
の
道
を
闘
〈
た
め
に
、
大
都
市

ι店
舗
を
設
け
、
大
銀
行
と
の
持
調
融
資
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
東
京
に
支
屈
を
も

つ
地
方
銀
行
は
、
東
京
に
本
広
ぞ
色
つ
銀
行
を
除
い
て
、
埼
玉
銀
行
の
一
二
活
、
千
葉
銀
行
の
七
広
を
は
じ
め
一
八
行
に
お
よ
び
、
東
京

に
事
務
所
を
も
つ
も
の
六
行
と
な
っ

τい
る
ハ
「
金
融
年
鑑
」
五
三
年
版
〉
。
こ
れ
ら
東
京
に
支
盾
あ
る
い
は
事
務
所
を
設
け
て
い
る
銀
行
は
、

地
方
銀
行
で
も
上
位
の
部
類
に
属
す
る
銀
行
で
あ
る
。

大
企
業
へ
融
資
を
集
中
し
よ
う
と
し
て
い
る
地
方
銀
行
は
、
大
都
市
庖
舗
に
お
け
る
融
資
に
重
点
を
お
き
、
地
方
産
業
と
は
な
ん
ら
の

関
係
も
な
い
大
企
業
へ
の
融
資
に
力
巻
入
れ
て
い
る
。

だ
が
、
地
方
銀
行
が
大
企
業
へ
融
資
を
集
中
し
よ
う
と
し
、
大
企
業
へ
の
融
資
の
道
を
開
こ
う
と
す
る
関
向
は
、
逆
に
大
銀
行
の
も
と

に
従
属
す
る
こ
と
を
促
進
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
大
企
業
へ
の
融
資
の
た
め
に
は
大
銀
行
と
協
調
融
資
を
お
こ
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、

地
方
銀
行
が
地
元
で
吸
収
し
た
資
金
は
、
大
銀
行
と
の
協
調
融
資
に
よ
っ
て
大
銀
行
の
資
金
を
補
足
し
、
独
占
資
本
に
融
資
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
か
ら
で
あ
る
Q

こ
れ
は
む
し
ろ
大
銀
行
、
独
占
資
本
の
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
方
銀
行
は
、
地
万
産
業
、
中
小
企
業
を
収
奪
し

て
独
占
資
本
に
奉
仕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
万
、
地
方
銀
行
に
は
、
地
方
産
業
、
中
小
企
業
と
の
関
係
を
完
全
広
ふ
り
き
っ
て
行
け
ず
、
地
方
崖
業
、
中
小
企
業
と
緊
密
な
関
係

中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

一
九
九



中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

一一0
0

に
あ
る
地
方
銀
行
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
方
銀
行
は
、
中
小
の
地
方
銀
行
に
属
し
、
地
域
的
に
か
ま
ら
れ
た
地
方
産
業
、
中
小
企
業
へ

資
金
の
大
部
分
を
融
資
し

τい
る
銀
行
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
方
銀
行
の
分
佑
は
、
な
に
に
よ
っ
て
い
る
の
で
ゐ
ろ
う
か
@

戦
後
、
地
方
銀
行
は
、
大
銀
行
の
圧
迫
に
よ
り
、
他
万
で
は
後
述
す
る
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
の
進
出
に
よ
り
、
ま
た
一
県
一
行
主
義

そ
れ
で
は
、

の
放
棄
巳
と
も
な
う
新
設
地
方
銀
行
の
出
現
に
よ
り
競
争
が
激
化
じ
、
弱
体
化
さ
れ
た
が
、

ζ

の
競
争
関
保
の
な
か
か
ら
地
方
銀
行
の
動

揺
、
分
化
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
、
っ
た
Q

す
な
わ
ち
一
方
で
は
、
大
銀
行
に
従
属
し
、
独
占
資
本
に
奉
仕
す
る
地
方
銀
行
が
続
出

レ
、
他
方
で
は
、

乙
れ
に
対
し
て
大
銀
行
を
尻
目
に
強
大
振
り
を
誇
る
地
万
銀
行
も
現
わ
れ
、
ま
た
地
方
銀
行
み
ず
か
ら
相
互
銀
行
、
信

用
金
庫
を
従
属
さ
せ
て
行
く
地
方
銀
行
、
そ
し
て
ま
た
地
方
産
業
、
中
小
企
業
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
地
方
銀
行
も
で
て
き
た
。
し

か
し
地
方
銀
行
は
一
般
的
に
は
大
銀
行
の
支
配
の
強
化
に
よ
っ
て
犬
銀
行
の
従
属
下
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
@

昭
和
二
四
年
一

O
月
池
田
蔵
相
は
、
国
会
に
お
い
て
一
県
一
行
主
義
を
放
棄
し
、
地
方
銀
行
の
新
設
を
許
可
す
る
態
度
を
明
ら
か
に
レ

た
。
そ
れ
以
来
各
地
で
銀
行
新
設
の
動
き
が
起
り
1
翌
二
五
年
一
-
月
東
北
銀
行
の
設
立
を
皮
切
り
に
現
在
ま
で
に
一
二
行
が
一
新
設
さ
れ

た。
こ
れ
ら
の
新
設
地
方
銀
行
は
、

「
地
万
中
小
企
業
金
融
緩
和
の
た
め
」
と
称
さ
れ
て
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
地
方
銀
行
間

の
競
争
は
激
化
し
、
既
在
地
方
銀
行
の
地
万
独
占
は
脅
か
注
れ
た
。
し
か
し
問
題
は
こ
れ
の
み
で
な
く
、
多
く
の
新
設
地
方
銀
行
が
大
銀

行
の
主
導
の
も
と
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
既
存
地
方
銀
行
の
地
万
独
占
の
打
破
が

一
面
で
大
銀
行
の
主
導
¢
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
新
設
地
方
銀
行
は
、
大
銀
行
の
下
請
銀
行
と
し
て
地
方
の
資
金
を
吸

収
し
て
大
銀
行
の
資
金
を
補
足
す
る
と
一
い
う
役
割
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。



し
た
が
っ
て
新
設
地
万
銀
行
は
、

そ
の
設
立
の
表
面
の
理
由
で
ゐ
っ
た
「
中
小
企
業
金
融
緩
和
」
と
し
て
よ
り
も
、
か
し
ろ
大
銀
行
の

下
請
銀
行
と
し
て
預
金
の
岐
以
機
関
と
し
て
、
ま
に
大
銀
行
の
系
列
下
に
あ
る
大
企
業
あ
る
い
は
下
詰
中
小
企
業
へ
融
資
を
す
る
銀
行
と

し
て
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(註
V

(
註
)

昭
和
二
主
年
以
降
新
設
さ
れ
た
地
方
銀
行
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
二
主
年
l
東
北
銀
行
、
大
阪
不
動
銀
行
、
一
一
六
宇
1

泉
州
銀
行
、
北
海
道

銀
行
、
池
田
銀
行
、
東
京
都
民
銀
行
、
二
七
年
1
千
葉
興
業
銀
行
、
武
蔵
野
銀
行
、
関
東
銀
行
、
河
内
銀
行
、
筑
邦
銀
行
、
二
八
年
!
富
山
産
業
銀

行
、
以
上
一
ご
行
で
あ
る
。

大
銀
行
と
新
設
地
方
銀
行
と
の
聞
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
び
つ
き
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
三
井
銀
行
と
東
北
銀
行
、
筑
邦
銀
行
、
第
一
銀

行
と
大
阪
不
動
銀
行
、
北
海
道
銀
行
、
富
士
銀
行
と
千
葉
興
業
銀
行
、
大
和
銀
行
と
武
蔵
野
銀
行
。

(
政
治
経
済
研
究
所
「
政
経
月
誌
」
一
一
一
号
U

大
銀
行
に
対
す
る
地
方
銀
行
の
従
属
関
係
は
、
協
調
融
資
に
お
け
る
地
万
銀
行
の
資
金
の
動
員
と
い
う
取
引
関
係
の
ほ
か
、
「
銀
行
引
受

手
形
」
(
大
銀
行
の
手
形
を
再
割
引
す
る
と
い
う
万
法
に
よ
る
資
金
の
動
員
)
、
大
銀
行
の
保
証
に
よ
る
融
資
ハ
地
方
銀
行
は
、
大
銀
行
忙
保
証
料
を

支
払
う
)
、
「
金
融
機
関
預
金
」
「
コ

l
ル
」
等
の
取
引
関
係
に
お
い
て
、
ま
た
大
銀
行
よ
り
地
方
銀
行
へ
の
重
役
派
遣
に
よ
る
人
的
関
係
、

株
式
保
有
関
係
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。

一
般
的
に
は
他
の
一
一
大
銀
行
、
債
券
発
行
銀
行
に
比
較
し
て
密
接
な
関

係
そ
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
中
小
企
業
融
資
の
剖
合
は
漸
減
し

τお
り
、
犬
企
業
へ
融
資
を
集
中
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
め
り
、
こ
れ
に

金
融
機
関
闘
の
資
金
の
利
用
状
況
を
み
る
と
第
一
三
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

地
方
銀
行
と
中
小
企
業
と
の
関
係
は
、
前
に
み
に
ご
と
く
、

中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

ご

O



中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

金融機関聞の資金利用状況

〈29年6月末)(単位100万円〉

~ 金敵機関I I 一一一一
~ι111大銀行 1 :地方銀行|相互銀行!信用金曜
項目 ----------1 I I 

1金融機関預金 I 71開 1I 
A I I 
iコールマネー 1 28，215 I 

12，8何 i
晶79I 

546 I 

日本銀行統計局「経済統計月報Jより作成
Aは他の金融機関からの資金吸収を示し

Bは他の金融機関への資金放出を示す

3.・預け金には金銭信託を合む

第13表

1，400 2，253 39，7ω 

28 2，25生

37，105 16 ， 99~ 17，518 金け預

2，侃65，258 10，16u コ{ルローン

9，929 銀行引受手形

〔備考)1.

2 

二
O
一一

よ
っ
て
大
銀
行
の
従
属
の
も
と
に
お
か
れ

τお
ち
、
か
な
ら
ず
し
も
地
方
銀

行
が
、
地
方
産
業
、
中
小
企
業
の
金
融
機
関
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か

し
他
方
に
は
、
地
万
産
業
、
中
小
企
業
と
の
関
係
を
ふ
り
き
る
こ
と
の
で
き

な
い
地
万
的
な
地
方
銀
行
も
ゐ
る
の
で
あ
る
。

地
万
銀
行
は
、
戦
後
の
競
争
激
化
、
弱
体
化
に
よ
り
動
揺
を
て
い
し
、

こ

の
動
揺
の
過
程
に
お
い
て
地
方
銀
行
の
役
割
は
変
革
し
、
分
化
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
方
で
は
、
大
銀
行
の
従
属
下
に
入
り
、
大
銀
行
の

下
請
銀
行
と
し
て
独
占
資
本
に
奉
仕
す
る
地
方
銀
行
へ
、
他
方
で
は
、
地
方

産
業
、
中
小
企
業
と
結
合
し
、
反
独
占
資
本
の
立
場
に
立
つ
地
方
銀
行
へ
の

分
化
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ミ

中
小
金
融
機
関

中
小
金
融
機
関
と
し
て
の
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
は
、
昭
和
二
六
年
六
月

か
ら
改
組
さ
れ
た
も
の
で
ゐ
る
。
こ
の
改
組
の
目
的
は
「
第
一
に
独
占
資
本
の
外
業
部
と
し
て
『
危
険
な
仕
事
』
を
請
負
わ
せ
る
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
に
も
と
ず
い
て
無
尽
会
社
か
ら
、
そ
し
て
信
用
協
同
組
合

第
一
一
に
分
散
し
た
小
額
の
資
本
、
貨
幣
収
入
を
更
に
一
そ
う
吸
い
上
げ
て
独
占
資
本
の
統
制
下
に
置
く
こ
と
」
(
「
日
本
資
本
主
業
講
座
」
第

四
巻
ニ
一
五
ペ
ー
ジ
U

に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
Q



相
互
理
行
、
信
用
金
庫
が
、
独
占
資
本
の
外
業
部
と
し
℃
「
危
険
な
仕
事
」
そ
し
、
ま
た
資
金
を
吸
収
し
て
そ
れ
が
独
占
資
本
の
受
配

下
に
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

τい
る
乙
と
は
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
が
、
独
占
資
本
の
外
業
部
と

し
て
の
み
の
容
在
で
あ
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
ゐ
る
と
思
う
。
中
小
金
融
機
関
と
し
て
中
小
企
業
と
と
る
に
独
占
資
本
に
対
立
し
、
平
和

産
業
を
守
る
中
小
企
業
の
た
め
の
金
融
機
関
と
な
り
う
る
条
件
が
な
い
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
ゐ
る
@

(イi

相

互

銀

ノー-

fゴ

相
互
銀
行
は
、
昭
和
二
六
年
三
月
、
自
由
、
民
主
、
社
会
の
三
党
共
同
提
案
に
よ
る
議
員
提
案
と
し
て
第
一

O
国
会
に
提
出
さ
れ
、
六

月
五
日
に
公
布
、
施
行
さ
れ
た
相
互
銀
行
法
に
も
と
や
す
い
て
、
三
年
聞
の
経
過
期
間
内
の
無
尽
含
社
よ
り
の
改
組
に
よ
り
、
ま
た
は
新
設

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。

相
互
銀
行
に
は
、

「
一
定
の
期
間
吾
定
め
、
そ
の
中
途
叉
は
満
了
の
と
き
に
お
い
て
一
定
の
金
額
の
給
付
を
す
る
こ
と
を
約
し
て
行
う

当
該
期
間
内
に
お
け
る
出
金
の
受
入
」
の
業
務
、
す
な
わ
ち
無
尽
業
務
が
あ
り
、

乙
の
業
務
は
相
互
銀
行
に
の
み
許
さ
れ
て
い
る
。
ぞ
の

た
め
従
来
無
尽
業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
た
無
尽
会
社
が
、
物
品
無
尽
会
社
そ
除
い
て
そ
の
大
部
分
が
相
互
銀
行
に
改
組
し
た
Q

無
尽
会
社

上
の
株
式
会
社
が
、

は
、
昭
和
六
年
に
制
定
さ
れ
そ
の
後
若
干
の
修
正
を
加
え
ら
れ
た
無
尽
業
法
に
よ
れ
ば
、
資
本
金
一

O
万
円
以
上
で
払
込
金
額
五
万
円
以

士
注
の
地
域
内
で
無
尽
を
営
む
も
の
に
か
ぎ
ら
れ
、
免
許
権
は
大
蔵
大
国
に
あ
っ
た
。
た
だ
レ
余
裕
金
の
運
用
ば
、

一
川
有
価
証
券
の
応
募
、
引
受
ま
た
は
賢
人
、
同
有
価
証
券
ま
た
は
不
動
産
そ
担
保
と
す
る
貸
付
、
働
金
銭
の
給
付
を
な
す
無
尽
の
掛
金
者

に
対
し
契
約
給
付
金
額
を
限
度
と
す
る
貸
付
、
何
銀
行
へ
の
預
け
金
ま
た
は
郵
便
貯
金
、
同
信
託
業
務
を
営
む
銀
行
ま
た
は
信
託
会
社
へ

命
令
の
定
む
る
と
こ
ろ
に
よ
り
な
す
金
銭
信
託
、
的
金
銭
お
よ
び
有
価
証
券
以
外
の
財
産
の
給
付
舎
な
す
無
尽
の
給
付
の
た
め
必
要
あ
る

財
産
の
取
得
等
に
し
て
命
令
の
定
む
る
も
の
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
し
、
取
締
役
は
連
帯
し
て
弁
償
の
責
任
が
め
っ
た
。

申
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

二
O
一二



中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

二
O
四

も
っ
と
も
一
一

O
年
一

C
月
「
銀
行
等
特
例
法
施
行
令
」
第
四
条
に
よ
り
預
金
の
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
、

一
二
月
以
降
預
金
業
務
を
開
始

し
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
預
金
担
保
貸
付
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
相
互
銀
行
は
、
相
互
銀
行
法
に
よ
り
、
大
蔵
大
臣
の
免
許
を
う
り
て
無
尽
業
務
を
営
む
こ
と
に
は
変
り
は
な
い
が
、
資

本
金
は
人
口
五

O
万
以
上
の
都
市
に
本
庖
脅
有
す
る
も
の
は
三
、

0
0
0
万
円
そ
の
他
は
一
一
、

0
0
0
万
円
以
上
の
株
式
会
社
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
な
り
、
業
務
で
は
、
同
預
金
ま
た
は
定
副
預
金
の
受
入
、
問
資
金
の
貸
付
ま
た
は
手
形
の
割
引
、
例
有
価
註
券
、
貴
金
属

の
保
護
預
り
、
判
有
価
証
券
の
払
込
金
の
受
入
ま
た
は
そ
の
元
利
金
も
し
く
は
配
当
金
の
支
払
の
取
扱
等
と
広
汎
と
な
り
、
さ
ら
に
二
八

年
八
月
相
互
銀
行
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
内
国
為
替
取
引
業
務
が
加
え
ら
れ
た
。

業
務
に
お
れ
て
は
、
銀
行
と
の
差
は
、
外
国
為
替
業
務
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
の
み
で
ほ
と
ん
ど
小
銀
行
化
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
銀

行
と
比
較
し
℃
相
互
銀
行
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
特
異
性
を
も
っ
て
い
る
。
ま
ず
川
円
相
互
銀
行
は
、
銀
行
と
ほ
と
ん
ど
同
一
の
業
務
を
お
こ

な
う
が
、
そ
の
最
も
主
要
注
業
務
は
、
無
尽
業
務
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
相
互
銀
行
に
の
み
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
銀
行
の
業
務

に
は
無
尽
業
務
怯
な
い
。
同
反
面
、
相
互
銀
行
に
は
、
外
出
閤
為
樗
業
務
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
例
相
互
銀
行
の
貸
出
は
、
同
一
人
に
対
し

自
己
資
本
の
一

O
O分
の
一

O
吾
こ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ω相
互
銀
行
は
、
定
款
を
も
っ
て
、
そ
の
営
業
区
域
を
定
め
、
そ
の
営
業

区
域
外
で
業
務
を
営
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
に
叫
山
内
業
区
域
を
変
更
す
る
と
き
は
大
蔵
大
同
の
認
可
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
的
相

互
銀
行
は
、
預
金
の
支
払
準
備
と
し
て
、
そ
の
定
期
性
預
金
総
額
の
一

O
O分
百
一

o、
定
期
性
預
金
以
外
の
預
金
総
額
の
一

O
O分
の

三
O
に
相
当
す
る
金
額
の
合
計
額
以
上
に
相
当
す
る
も
の
申
営
、
現
金
、
他
の
銀
行
へ
の
預
け
金
も
し
く
は
貸
付
金
、
ま
た
は
国
債
、
地
方

債
、
そ
の
他
大
蔵
大
臣
の
指
定
す
る
有
価
証
券
を
も
っ

τ保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
五
つ
の
特
異
性
を
相
互
銀
行
は
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
業
務
に
お
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
地
域
的
小
銀
行
化
し
て
い
る
の
で
ゐ
る
。
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預
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中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

相
互
銀
行
は
、
無
尽
業
務
を
認
め
ら
れ
た
唯
一
の
金
融
機
関
で
み
の
る
。
こ
こ
に
相
互
銀
行

の
最
も
特
額
的
な
性
格
が
ゐ
る
の
で
あ
る
が
相
互
銀
行
の
小
銀
行
化
へ
の
傾
向
は
、
こ
の
無

尽
業
務
め
停
滞
と
ヤ
コ
点
に
お
い
て
ま
ず
現
わ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
預
金
、
貸
付
業
務
の
進

に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
相
互
銀
行
の
資
金
源
で
ゐ
る
掛
金
お
よ
び
預
金
の

推
移
ぞ
み
る
と
第
一
四
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

掛
金
の
増
加
率
は
、
ニ
六
年
一
二
月
に
比
し
ニ
・

C
八
倍
で
あ
る
の
に
、
.
預
金
の
増
加
率

は
三
・
五

O
倍
と
若
し
く
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
を
預
金
の
占
め
る
割
合
で
み
れ
ば
、
預
金

ζ

の
よ
う
に
預
金
が
掛
金
に

の
割
合
は
二
四
・
九
%
か
ら
三
五
・
九
%
に
増
大
し
て
い
る
。

比
し
相
対
的
に
顕
著
な
噌
加
を
示
し
て
い
る
の
は
、
出
金
に
よ
る
資
金
の
増
加
を
は
か
る
よ

り
も
、
預
金
の
吸
収
に
異
常
の
努
力
を
は
ら
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

契
約
高
を
み
る
と
、
前
年
同
月
に
対
す
る
増
加
半
は
、
二
六
年
三
月
四
九
・
四

μ
、
二
七

年
一
ニ
月
四
七
・
ニ

μ
、
二
八
年
三
月
三
二
・
一
%
、
二
九
年
三
月
一
八
・
五
%
と
減
少
し
、

二
九
年
三
月
以
降
は
、
金
融
引
繍
政
策
の
反
映
さ
れ
た
結
果
と
し
て
絶
対
的
に
も
減
少
し
て

い
る
。預
金
業
務
の
進
展
は
、
相
互
銀
行
の
銀
行
化
の
傾
向
を
示
す
一
つ
の
指
標
で
あ
る
が
、
頭

金
の
内
訳
を
み
る
と
い
っ
そ
う
こ
の
傾
向
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
。
預
金
の
内
訳
を
み
る
と

館
一
五
表
の
ご
と
く
で
ゐ
る
。

二
O
五



中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

二
O
六

す
な
わ
ち
定
期
性
預
金
の
増
加
率
に
比
し
、
当
座
預
金
を
中
心
と
す
る
要
求
払
預
金
の
増
加
率
が
著
し
く
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
定
期
性
預
金
は
、
そ
の
相
対
的
比
率
に
お
い
て
ば
減
少
し
て
い
る
が
、
絶
対
額
に
お
い
て
は
要
求
払
預
金
を
上
廻
り
、
六

O
M

を
保
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
相
互
銀
行
が
零
細
資
金
の
吸
収
機
関
で
あ
る
と
い
う
乙
と
営
み
る
乙
と
が
で
き
る
。
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第15表 相互銀行預金内訳

------~ 年月 I
項目 ~~I I I 

i定期性預金! 叶 〈問
23， 763 I ~3， 363 i 

l要求払預金|州側l8，仏.2I 22，9儲

政府指定預金

(235) i 
79，476 1 

判
1，183| 
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政
府
指
定
預
金
は
、
昨
年
秋
か
ら
の
金
融
引
締
政
策
に
対
応
し
て
政
府
の
指
定
預
金
引
揚
げ
に
と
も
な
い
減
少
し
て
い
る
・

ま
た
相
互
銀
行
の
融
資
状
況
を
み
て
も
、
そ
の
銀
行
化
の
一
端
が
説
明
き
れ
る
。

第
一
六
表
は
二
六
年
以
降
の
融
資
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

全
金
融
機
関
の
中
小
企
業
融
資
残
高
に
お
け
る
相
互
銀
行
の
地
位
は
、
す
で
に
第
六
表
に
お
い
て
み
ら
れ
た
と
と
く
、
二
六
年
二

0
・

七
%
、
二
七
年
]
二
・
四
%
、
ニ
八
年
ニ
ニ
・
八
%
、
二
九
年
六
月
二
四
・
四
%
ハ
二
八
年
以
降
銀
行
の
中
小
企
業
融
資
基
準
を
資
本
金
三
0
0

万
円
以
下
の
も
の
と
す
る
〉
と
、
漸
次
中
小
企
業
金
融
に
お
け
る
地
位
を
高
め
て
い
る
が
、
融
資
状
況
の
内
訳
を
み
る
主
、
第
一
六
表
の
よ

う
に
貸
付
金
、
割
引
手
形
の
増
加
が
目
立
っ
て
著
し
い
。
給
付
金
と
貸
付
金
ぞ
と
れ
ば
、
二
七
年
を
境
と
し
て
給
付
金
は
、
貸
付
金
を
下

廻
り
、
そ
の
後
の
動
き
は
増
加
を
示
し
て
い
る
も
の
の
そ
の
増
加
率
は
鈍
化
し
て
お
り
、
貸
付
金
と
の
差
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
@

貸
付
金
の
著
し
い
増
加
は
、
従
来
の
無
尽
会
社
に
お
け
る
圧
倒
的
な
融
資
形
態
で
あ
っ
た
給
付
か
ら
、
相
互
銀
行
転
換
後
そ
の
融
資
形
態

が
、
貸
付
に
移
行
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
相
互
銀
行
が
銀
行
化
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
手
形
割
引
の
業
務
は
、
相
互

銀
行
転
換
後
あ
ら
た
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
額
は
急
速
に
増
大
し
、
増
加
率
は
貸
付
金
の
増
加
率
を
は
る
か
に
上
廻
っ
て
お
り
、
乙
乙
に
も

相
互
銀
行
の
銀
行
化
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
預
金
の
著
し
い
増
加
、
，
そ
れ
に
対
応
す
る
貸
付
~
手
形
割
引
の
急
速
な
進
展
と
と
も
に
、
当
初
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

内
国
為
替
業
務
が
二
八
年
八
月
相
互
銀
行
法
一
部
改
正
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
相
互
銀
行
の
銀
行
化
は
ま
す
ま
す
促
進
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
の
ご
と
く
、
相
互
銀
行
は
、
転
換
後
、
そ
の
主
要
業
務
た
る
無
尽
業
務
の
停
滞
、
そ
れ
に
反
し
て
預
金
、
貸
付
業
務
の
著
し
い
進

展
の
う
ち
に
銀
行
化
が
す
す
ん
で
い
る
。
し
か
し
反
面
、
い
わ
ば
こ
の
相
互
銀
行
の
銀
行
化
ぞ
阻
止
す
る
種
々
の
規
定
が
あ
る
。
す
な
わ

中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

日

一

O
七



中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

二
O
八

k

ち
営
業
区
域
の
設
定
、
資
金
融
通
の
制
限
等
で
}
の
る
b

相
互
銀
行
は
、
相
互
銀
行
法
第
八
条
に
も
と
"
す
い
て
営
業
区
域
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q

営
業
区
域
外
で
の
業
務
は
認
め
ら
れ
ず

営
業
区
域
の
変
更
に
は
大
蔵
大
臣
の
認
可
営
必
一
民
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
相
互
銀
行
は
、

一
定
の
地
万
を
基
盤
と
す
る
地
方
的
性
格
号
b

っ
て
い
る
@
地
方
銀
行
が
地
万
的
で
あ
る
と
は
い
っ
て
も
銀
汚
に
は
法
律
的
規
定
は
な
い
が
、
相
互
銀
行
の
地
万
的
性
格
は
、
法
文
に
よ

っ
て
規
定
会
れ
て
い
る
の
で
あ
る
Q

相
互
銀
行
に
銀
行
化
の
傾
向
が
あ
る
と
し
て
も
お
の
ず
か
ら
限
界
が
ゐ
る
の
で
あ
る
Q

つ
V

さ
に
資
金
融
通
の
限
度
は
、
相
互
銀
行
法
第
一

O
条
に
規
定
さ
れ
、
同
一
人
に
対
し
て
自
己
資
本
の
一

O
O分
の
一

O
を
こ
え
て
は

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

〈

註

〉

ま
た
相
互
銀
行
の
主
要
業
務
が
無
尽
業
務
で
ゐ
る
と
い
う
ζ
と
、
お
ら
に
‘
資
金
源
に
つ
い
て
の
制
限
と
し
て
、
銀
行
等
の
「
債
券
発
行

等
に
関
す
る
法
律
」
の
適
用
が
な
い
と
い
う
点
ら
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(註
U

昭
和
二
八
年
九
月
一
九
日
付
で
「
相
互
銀
行
及
び
信
用
金
庫
の
信
用
供
与
の
最
高
限
度
に
つ
い
て
」
と
い
う
大
蔵
省
通
牒
が
出
さ
れ
た
。
と
、
れ

K
Jよ
っ
て
、
同
一
人
応
対
す
る
融
資
の
最
高
限
度
は
、
一
、

0
0
0
万
円
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
と
と
が
指
示
さ
れ
た
。
同
一
人
に
対
す

る
融
資
が
自
己
資
本
の
一

O
O分
の
一

O
を
こ
え
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
に
も
と
ず
け
ば
、
一
、
0
0
0万
円
は
、
自
己
資
本
一
億
円
と
な
る
。

し
か
し
現
在
自
己
資
本
一
億
円
以
上
の
相
互
銀
行
は
相
当
数
糸
る
の
で
法
律
上
て

0
0
0
万
円
の
融
資
は
可
能
で
み
め
る
。
し
か
る
に
大
蔵
省
は
、

同
一
人
に
対
す
る
融
資
の
最
高
限
度
を
一
、

0
0
0万
円
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
指
導
方
針
を
明
ら
か
に
し
、
棺
互
銀
行
の
銀
行
化
を
妨

げ
て
い
る
。

相
互
銀
行
は
、
以
上
の
ご
と
く
一
方
に
お
い
て
銀
行
化
の
傾
向
を
も
ち
、
他
万
に
お
い
て
相
互
銀
行
と
し
て
種
々
の
規
定
に
拘
束
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
に
相
互
銀
行
の
性
格
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
中
小
金
融
機
関
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
が
あ
る
。



つ
ぎ
に
相
互
銀
行
の
大
銀
行
に
よ
る
従
属
の
形
態
を
み
よ
う
。

相
互
銀
行
は
、
相
互
銀
行
法
第
一
一
一
一
条
に
よ
っ
て
預
金
の
支
払
準
備
を
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
前
に
も
の
べ
た

ご
と
く
強
制
さ
れ
て
い
る
Q

支
払
準
備
は
、
現
余
、
他
の
銀
行
へ
の
預
け
金
も
し
く
は
貸
付
金
、
大
蔵
大
臣
の
指
定
す
る
有
価
証
券
の
形

29.6 

現 金 1，928 6，708 J3，860 

預 け 金 6;618 16，05{j 17，158 16，99韮

コールローン 26~ 1，515 1，443 5，258 

有価証券 2，189 生，346 6，777 8，554 

相互銀行・現金・預け金・コールローン

有価証券推移〈単位100万円〉

戸三Uml 28，12 。ρ
可
ELF-
W
4
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預け金は大銀行に預けられ、コールロ{ンは大銀

行によって利用される

有価証券の増加代、主として金融債、独占資本の

社債である。

3. 

態
で
お
こ
な
わ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
推
移
を
み
る
と
第
一
七
表
の
ご
と
く
で

キのマ
Q

。
現
金
、
預
け
金
、

コ
ー
ル
ロ

l
ン
、
有
価
証
券
の
増
加
は
、

一
方
に
お
い

て
支
払
準
備
の
強
化
そ
意
味
し
、
相
互
銀
行
の
信
用
基
盤
を
強
め
て
い
る

が
、
他
方
に
お
い
て
は
資
金
運
用
上
か
ん
ば
し
く
な
い
結
果
を
ま
ね
い
て
い

る
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
預
け
金
、
「
7
1
ル
ロ

l
ン
、
有
価
証
券
の
形

態
で
資
金
が
大
銀
行
に
吸
い
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
Q

相
互

銀
行
に
対
す
る
預
金
の
支
払
準
備
の
強
制
は
、
預
金
者
絵
保
護
す
る
た
め
と

い
う
こ
と
を
利
用
し
て
相
互
銀
行
が
吸
収
し
た
中
小
企
業
の
資
金
、
大
衆
の

掛
金
、
預
金
を
大
卸
行
が
さ
ら
に
吸
収
し
、
大
銀
行
、
独
占
資
本
の
支
配
下

に
相
互
銀
行
を
従
属
せ
し
め
る
た
め
の
強
制
な
の
で
あ
る
。

ま
た
二
八
年
八
月
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
内
国
為
患
者
対
話
が
認
可
さ
れ
た

カ三

一
部
の
相
互
銀
行
ぞ
除
い
て
は
手
形
交
挽
に
直
接
寄
加
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
ハ
白
木
銀
行
と
取
引
関
係
が
な
い
の
で
内
国
為
替
集
中
決
済
加
盟
銀
行

ご

O
九
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の
な
か
に
加
え
ら
れ
な
い
た
め
〉

銀
行
と
コ
ル
レ
ス
契
約
を
結
び
銀
行
に
「
代
理
交
換
」
を
委
託
し
て
い
る
。
か
く
し
て
手
形
交
換
に
必
要

な
決
済
資
金
が
大
銀
行
に
集
中
さ
れ
、
相
互
銀
行
の
資
金
が
吸
い
あ
げ
ら
れ
て
い
る
Q

相
互
銀
行
は
、

以
上
の
よ
う
な
性
格
を
も
ち
、
中
小
企
業
へ
の
融
資
を
お
こ
な
い
、

ま
た
中
小
企
業
金
融
公
庫
、

国
民
金
融
公
庫
等

の
代
理
業
務
を
お
こ
な
い
中
小
金
融
機
関
と
し
て
発
展
し
て
き
て
い
る
。

事
」
に
た
づ
さ
わ
り
、
独
占
資
本
の
た
め
に
預
金
を
吸
収
す
る
機
関
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
て
い
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
事
実
で

そ
し
て
、

そ
れ
が
独
占
資
本
の
外
業
部
と
し
て
「
危
険
な
仕

ゐ
る
。し

か
し
ま
た
反
独
占
資
本
の
立
場
に
立
ち
、
平
和
産
業
に
た
づ
さ
わ
る
中
小
企
業
と
と
も
に
発
展
す
る
金
融
機
関
と
し

τの
条
件
を
も

も
ち
、
中
小
企
業
の
た
め
の
金
融
機
関
と
し
て
の
役
割
を
は
た
す
の
も
信
用
金
庫
と
と
も
に
相
互
銀
行
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

(同

信

用

金

庫

信
用
金
庫
は
、
昭
和
二
六
年
六
月
一
五
日
公
布
施
行
さ
れ
た
信
用
金
庫
法
に
も
と
ず
い
て
信
用
協
同
組
合
か
ら
改
組
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
わ
が
国
の
信
用
組
合
は
、
明
治
三
三
年
産
業
組
合
法
の
制
定
に
よ
っ
て
産
業
組
合
の
一
種
と
し
て
発
足
し
、
大
正
六
年
同
法
の
第
三

次
改
正
に
よ
り
市
ま
た
は
主
務
大
臣
の
指
定
す
る
市
街
地
の
組
合
に
と
く
に
「
手
形
の
割
引
」

「
員
外
預
金
の
受
入
」
の
業
務
が
認
め
ら

れ
、
ま
た
他
業
の
兼
営
が
禁
止
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
市
街
地
信
用
組
合
」
(
正
式
に
は
「
産
業
組
合
法
第
一
条
第
四
項
に
よ
る
組
合
」
〉
と
な
っ

た
0
0

そ
の
後
昭
和
一
八
年
三
月
市
衝
地
信
用
組
合
法
が
制
定
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
市
街
地
信
用
組
合
」
は
市
街
地
信
用
組
合
と
な
り
、
そ

の
業
務
は
産
業
組
合
法
に
よ
る
よ
り
も
拡
張
さ
れ
、
純
然
た
る
協
同
組
合
の
理
念
を
こ
え
る
金
融
機
関
と
し
て
の
形
態
を
と
っ
て
発
展
し

た
。
し
か
る
に
戦
後
「
経
済
民
主
化
」
の
一
環
と
し
て
各
種
の
協
同
組
合
法
が
廃
止
さ
れ
、
昭
和
二
四
年
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
が
制

定
さ
れ
る
に
お
よ
び
、
市
笛
地
信
用
組
合
法
も
廃
止
さ
れ
、
市
街
地
信
用
組
合
は
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
お
よ
び
「
協
同
組
合
に
よ



る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
」
と
に
も
と
*
す
い
て
信
用
協
同
組
合
に
改
組
さ
れ
た
。
信
用
協
同
組
合
は
、
主
と
し
て
市
街
地
信
用
組
合
か

ら
改
組
さ
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
他
の
各
種
協
同
組
合
か
ら
改
組
さ
れ
た
ち
の
も
ゐ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
信
用
協
同
組
合
に

は
、
二
つ
の
類
型
が
ゐ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格
を
こ
と
に
し
て
い
た
。
第
一
の
類
型
は
、
大
規
模
の
信
用
協
同
組
合
に
み
ら
れ
「
一
定
の
地

域
を
基
盤
と
し
一
般
大
衆
の
利
用
す
る
金
融
機
関
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
」

(
現
代
金
融
講
座
倒
「
金
融
機
構
」
一
四
九
ペ
ー
ジ
〉
信
用
協
同

組
合
で
、
組
合
員
は
多
く
、
ま
た
広
汎
で
あ
る
た
め
、
総
会
の
開
催
、
役
員
の
選
挙
等
に
も
困
難
を
と
も
な
い
、
か
つ
経
営
万
法
は
信
用

協
同
組
合
的
で
あ
る
よ
り
む
し
ろ
小
銀
行
的
で
あ
っ
た
。

第
二
の
類
型
は
「
特
定
の
事
業
者
、
勤
労
者
を
基
盤
と
し
組
合
員
の
み
の
純
然
た
る
協
同
組
織
と
し
て
の
活
動
を
目
的
」
(
前
掲
書
一
三

九
l
四
0
ペ
ー
ジ
)
と
し
て
い
る
信
用
協
同
組
合
で
あ
る
。

こ
の
性
格
の
こ
と
な
る
組
合
を
同
一
の
法
規
脅
も
っ
て
律
し
、
と
く
に
中
小
企

業
等
協
同
組
合
法
の
主
眼
が
後
者
の
類
型
に
お
か
れ
て
い
る
の
は
適
当
で
な
い
と
い
う
の
で
ニ
六
年
信
用
金
庫
法
を
制
定
し
、
信
用
金
庫

の
制
度
を
設
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
第
一
の
類
型
に
属
す
る
信
用
協
同
組
合
は
、
信
用
金
庫
に
改
組
さ
れ
、
第
二
の
類
型
の
信
用
協
同
組
合

は
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
お
よ
び
「
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
」
を
改
正
し
て
そ
の
業
務
範
囲
を
組
合
員
(
家
族
を
含

む
〉
の
み
に
限
定
し
、
組
合
員
以
外
と
の
取
引
を
認
め
ず
、
法
人
の
加
入
も
非
営
利
法
人
の
み
に
か
ぎ
ら
れ
、
相
互
扶
助
の
信
用
組
合
と

し
て
寄
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
信
用
金
庫
と
信
用
協
同
組
合
と
を
比
較
し
な
が
ら
両
者
の
性
格
を
み
て
み
よ
う
。

信
用
金
庫
は
、

信
用
金
庫
と
信
用
協
同
組
合
は
、
組
織
の
面
で
と
も
に
非
営
利
の
協
同
組
織
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
同
様
で
あ
る
が
、
し
か
し

一
定
の
地
域
に
基
礎
を
お
き
、
そ
の
地
域
内
に
住
所
ま
た
は
居
所
を
有
す
る
者
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
三

O
O人
以
下

の
事
業
所
を
有
す
る
者
、
お
よ
び
勤
労
者
を
会
員
と
す
る
地
縁
的
な
協
同
組
織
で
あ
り
、
特
定
の
事
業
者
ま
た
は
勤
労
者
の
み
を
組
合
員

中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

ーーム
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と
す
る
同
業
者
の
結
合
と
い
う
形
の
協
同
組
織
で
あ
る
信
用
協
同
組
合
と
は
本
質
的
に
こ
と
な
っ
て
い
る
。

設
立
は
、
信
用
協
同
組
合
に
は
、
定
款
そ
の
他
が
法
令
に
違
反
す
る
こ
と
が
怠
け
れ
ば
行
政
序
は
認
証
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規

定
さ
れ
て
お
り
、
行
政
庁
の
監
督
は
な
い
が
、
信
用
金
庫
に
は
大
蔵
大
臣
の
免
許
申
必
要
し
、
事
業
を
開
始
し
た
と
き
は
遅
滞
な
く
大
蔵
大

巨
に
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
、
大
蔵
大
臣
の
監
督
が
あ
る
。
さ
ら
に

の
変
更
、
業
務
の
種
類
、
万
針
の
変
更
、
事
務

所
の
位
置
の
変
更
な
ど
も
大
蔵
大
臣
の
認
可
を
要
し
、
会
員
の
た
め
に
す
る
内
国
為
替
取
引
を
お
こ
な
う
場
合
に
も
大
蔵
大
臣
の
認
可
・
を

要
す
る
。
ま
た
、
大
蔵
大
臣
は
、
信
用
金
庫
法
に
よ
る
免
許
ま
た
は
認
可
に
関
す
る
申
詰
、
届
出
、
業
務
報
告
書
そ
の
他
の
書
類
の
毘
出
、

そ
の
他
に
関
し
こ
の
法
律
そ
実
施
す
る
た
め
の
必
要
は
手
続
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
権
限
の
一
部
を

地
方
支
部
局
の
長
に
お
こ
な
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
乙
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
信
用
金
庫
は
、
銀
行
法
の
適
用
を
う
け
る
部
面

が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
中
小
金
融
機
関
に
対
す
る
政
府
の
支
配
権
は
強
化
き
れ
た
。
し
た
が
っ
て
中
小
企
業
者
の
金
融
機
関
で
あ
る
と
は

い
い
な
が
ら
も
、
信
用
金
庫
に
は
組
合
の
自
由
な
空
気
は
失
わ
れ
て
い
る
。
な
お
信
用
金
庫
の
設
立
に
は
、
出
資
金
の
最
低
限
度
が
規
定

さ
れ
て
お
り
、
人
口
五

O
万
以
上
の
都
市
γ

で
は
一
、

Q
O
O万
円
、
そ
の
他
五

0
0
万
円
以
上
と
伝
っ

τい
る
。
，

役
員
の
選
任
方
法
は
、
信
用
協
同
組
合
は
、
無
記
名
投
票
の
選
挙
に
よ
る
が
、
信
用
金
庫
は
総
会
の
議
決
に
よ
り
、
信
用
金
庫
連
合
会

の
役
員
に
は
員
外
役
員
を
智
め
て
い
る
。

信
用
金
庫
吾
信
用
協
同
組
合
か
ら
分
離
し
、
大
蔵
大
臣
の
支
配
権
を
強
化
し
、
員
外
役
員
を
認
め
る
亡
と
く
改
組
し
た
自
的
は
、
独
占

資
本
が
組
合
の
事
業
を
骨
抜
き
に
し
、
金
融
事
業
一
を
自
己
の
支
配
下
に
お
く
こ
と
に
よ
り
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
と
い
う
大
き
な
組
識

を
自
己
の
傘
下
に
集
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
業
務
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
い
っ
そ
う
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
組
合
員
(
家
族
を
含
む
〉
だ
け
の
預
金
を
取
扱
い
組
合
員
の
た



め
に
貸
付
、
手
形
割
引
ま
た
組
合
員
の
家
族
の
預
金
を
担
保
と
す
る
貸
付
を
お
こ
な
い
純
然
た
る
組
合
員
の
相
互
扶
助
的
性
格
を
も
っ
て

い
る
信
用
協
同
組
合
に
対
し
、
信
用
金
庫
は
、
会
員
外
の
預
金
を
受
入
、
預
金
を
担
保
と
す
る
会
員
外
へ
の
貸
付
を
お
こ
な
い
、
大
蔵
大

臣
の
認
可
を
う
け
れ
ば
内
国
為
替
業
務
を
も
お
こ
な
い
、
ま
た
余
裕
金
は
、
地
方
公
共
団
体
、
銀
行
、
そ
の
他
の
金
融
機
関
に
貸
引
け
る

こ
と
が
で
き
、
業
務
は
広
汎
化
し
、
舛
国
為
替
業
務
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
ほ
か
銀
行
と
の
差
異
は
ほ
と
ん
ど
な
く
伝
り
、
協
同
組
織
の

金
融
機
関
と
い
う
よ
り
か
む
し
ろ
小
銀
行
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

信
用
協
同
組
合
か
ら
信
用
金
庫
に
改
組
さ
れ
、

「
協
同
」
の
ニ
字
が
除
去
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
協
同
的
色
彩
は
う
す
れ
、
協
同
級
織
を

採
用
し
て
い
る
と
は
い
い
な
が
ら
本
質
的
に
は
な
ん
ら
協
同
的
で
ι

な
く
な
り
、
信
用
金
庫
は
地
域
的
小
銀
行
化
し
、
独
占
資
本
の
支
配
下

に
お
か
れ
、
独
占
資
本
の
外
業
部
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

信
用
金
庫
は
、
相
互
銀
行
と
同
じ
く
-
預
金
の
一
定
の
割
合
号
、
す
な
わ
ち
定
期
性
預
金
の
総
額
の
一

O
O
分
の
一

o、
定
期
性
預
金
以

外
の
預
金
の
一

O
O分
の
ニ

O
巳
相
当
す
る
金
額
の
合
計
額
以
上
を
預
金
の
支
払
準
備
と
し
て
現
金
、
預
け
金
、
金
銭
信
託
、
有
価
証
券

の
形
態
に
お
い
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
信
用
金
庫
は
、
大
蔵
大
臣
の
認
可
を
う
れ
ば
内
国
為
替
業
務
を
お
こ
な
え

る
が
、
巳
信
用
金
庫
は
、
日
銀
の
内
国
為
替
集
中
決
済
機
構
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
全
国
信
用
金
庫
連
合
会
吾
決
済
機
関
と

し
あ
る
い
は
銀
行
に
代
理
交
換
を
委
託
し
て
い
る
。
か
く
し

τ手
形
交
換
決
済
資
金
は
支
払
準
備
金
と
と
も
に
大
銀
行
に
吸
い
あ
げ
ら

れ
、
そ
の
支
阻
下
に
お
か
れ
て
い
る
。

信
用
金
庫
は
、
会
員
の
相
互
扶
助
的
性
格
は
う
す
れ
た
が
、
し
か
し
組
織
は
協
同
組
織
で
ゐ
る
。
信
用
金
庫
が
、
協
同
組
合
の
組
織
化

毎
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
独
占
資
本
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
支
配
下
に
お
か
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
や
は
り
中
小
企
業
に
は
最
も
関
係
糾
深

い
の
で
め
る
か
ら
中
小
企
業
悶
の
相
互
扶
助
の
金
融
機
関
と
し
て
¢
条
件
ぞ
充
分
備
え
て
い
る
。
平
和
産
業
に
従
事
す
る
中
小
企
業
の
た

中
小
企
業
金
融
之
金
融
機
周

一一一一一



中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

一
二
四

め
の
金
融
機
関
と
な
る
こ
と
の
期
待
が
信
用
金
庫
に
最
も
か
け
ら
れ
る
。

四

政
府
中
小
金
融
機
関

こ
こ
に
政
府
中
小
金
融
機
関
と
し
た
の
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
、
国
民
金
融
公
庫
で
あ
る
。
商
工
組
合
中
央

金
庫
や
-
一
政
府
中
小
金
融
機
関
と
し
た
の
は
、
そ
れ
が
政
府
金
融
機
関
と
し
て
の
色
彩
が
濃
い
た
め
で
あ
る
。
政
府
中
小
金
融
機
関
の
中
小

企
業
融
資
残
高
に
お
け
る
地
位
は
、
第
六
表
で
み
た
と
と
く
低
位
で
あ
る
。

商
工
組
命
中
央
金
庫

商
工
組
合
中
央
金
庫
(
以
下
商
工
中
金
と
略
す
)
は
、
昭
和
一
一
年
五
月
公
布
施
行
さ
れ
た
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
に
も
と
、
す
い
て
設

(1) 
立
さ
れ
、
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
に
対
す
る
h

金
融
の
円
滑
ぞ
は
か
る
た
め
必
要

な
業
務
を
営
む
こ
と
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
融
資
対
象
が
所
罵
組
合
ま
た
は
そ
の
組
合
員
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。

し
か
じ
商
工
中
金
が
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
お
よ
び
そ
の
組
合
員
た
る
中
小
企
業
者
の
た
め
の
、
組
合
、
お
よ
び
組
合
員
た
る
中
小

企
業
者
自
身
の
金
融
機
関
で
あ
る
か
ど
う
か
、
疑
問
の
点
が
多
々
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
政
府
の
監
督
支
配
権
が
非
常
に
前
歪
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ゐ
る
。

商
工
中
金
の
資
本
金
は
、
設
立
当
初
よ
り
政
府
出
資
と
組
合
出
資
と
か
ら
な
り
た
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
設
立
当
初
の
資
本
金
一
、

0
0
0万
円
の
う
ち
、
半
額
の
五

O
O万
円
は
政
府
出
資
で
あ
っ
た
。
資
本
金
は
一
八
年
一
二
、

0
0
0万
円
に
増
資
さ
れ
た
が
そ
の
半
額

は
同
様
に
政
府
出
資
に
な
っ
て
い
た
。
戦
後
、
金
融
機
関
再
建
整
備
の
結
果
、
資
本
金
は
四
二

O
万
円
と
な
り
、

乙
れ
に
と
も
な
い
政
府



出
資
は
二
一

O
万
円
に
減
じ
に
。
そ
の
後
は
、
政
府
出
資
の
増
額
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
資
本
金
の
増
資
は
、
も
っ
ぱ
ら
組
合
出
資

，，
 

心
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
資
本
金
に
お
い
て
は
、
政
府
と
の
関
係
は
う
す
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
二
五
年
五
月
に
は
、
五
億
円
の

見
返
資
金
に
よ
る
優
先
出
資
が
な
さ
れ
、
単
に
政
府
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
ゐ
ら
に
に
ア
メ
リ
カ
の
支
配
が
商
工
中
金
に
も
か
ぶ
さ
っ

τき
に
。

政
府
と
の
関
係
は
、
資
本
金
に
お
い

τの
み
で
な
い
。
政
府
の
支
配
、
監
督
権
は
、
強
固
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
授
員
は
主
務
大
臣
の

任
命
で
あ
り
、
業
務
ば
主
務
大
臣
に
よ
り
監
督
さ
れ
、
定
款
の
変
更
、
剰
余
金
の
処
分
に
は
主
務
大
目

ρ認
可
を
要
し
、
主
務
大
匝
は
、

業
務
お
よ
び
財
産
の
状
況
に
関
し
報
告
を
伝
さ
し
め
検
査
を
な
し
、
そ
の
他
監
督
ヒ
必
要
な
る
ん
間
合
を
発
し
、
ま
た
は
処
分
す
る
こ
と
が

で
き
、
必
要
あ
る
と
き
は
貸
付
、
手
形
割
引
ま
た
は
保
証
に
つ
い
て
そ
の
金
額
ま
た
は
万
訟
を
制
限
す
る
乙
と
が
で
き
、
ま
た
主
務
大
臣

は
、
監
理
官
を
お
い
て
業
務
を
監
督
さ
せ
る
等
々
の
種
々
の
監
督
権
、
管
理
権
を
き
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
政
府
の
監
督
、
支
配
は
厳

重
で
ゐ
る
。
し
た
が
っ
て
融
資
の
場
合
、
政
ぃ
肘
の
発
言
は
非
常
に
強
い
。

第
二
は
、
商
工
中
金
の
資
金
源
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
府
、
独
占
資
本
は
支
配
の
手
を
の
ば
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ゐ
る
。

こ
の
こ
と
は
商
工
中
金
が
、
中
小
企
業
者
の
相
互

扶
助
の
金
融
機
関
と
じ
て
機
能
す
る
こ
と
を
阻
害
し
て
い
た
。
商
工
中
金
の
所
属
組
合
ば
、
ニ
九
年
三
月
末
で
八
、
四
四
八
組
合
ゐ
り
、

そ
む
う
ち
七
、
。
五
三
組
合
(
八
三
・
六
%
)
が
事
業
協
は
組
合
で
ゐ
る
。
し
た
が
っ
て
融
資
を
う
け

τい
る
所
骨
組
合
の
大
半
は
事
業

頭
金
の
受
入
は
、
二
六
年
一
二
月
の
改
正
ま
で
は
組
合
の
み
に
か
ぎ
ら
れ

τい
た
。

協
同
組
合
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
事
業
協
同
組
合
は
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
に
よ
り
金
融
業
務
広
お
い
て
組
合
員

に
対
す
る
事
業
資
金
の
貸
ぽ
(
手
形
の
割
引
を
含
む
〉
お
よ
び
、
組
合
員
の
た
め
に
す
る
借
入
、
組
合
員
の
金
融
機
関
に
対
し
負
担
す
る
債

務
の
保
証
、
金
融
機
関
の
委
任
を
受
け

τの
債
権
取
立
等
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
組
合
員
の
預
金
ま
た
は
定
期
積
金
の
受
入
は
認
め
ら

中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

五



中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

れ
で
い
な
い
。
ま
た
協
同
組
合
連
合
会
ハ
商
工
中
金
化
所
属
す
る
協
同
組
合
連
合
会
は
八
九
組
合
(
一
〆
〉
で
あ
る
〉
も
、
会
員
の
た
め
の
預
金

一一一六

ま
た
は
定
期
積
金
の
受
入
を
お
こ
な
う
も
の
は
、
他
の
事
業
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
や
す
金
融
と
事
業
と
が
分
離
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
事
業
協
同
組
合
、
協
同
組
合
連
合
会
に
組
合
員
一
の
預
金
の
受
入
、
ま
た
は
、
共
同
施
設
と
の
兼
営
を
認
め
な
い
と
い
う
と
と

は
商
工
中
金
の
資
金
源
を
弱
め
て
い
る
@
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
た
め
こ
れ
ら
の
組
合
員
の
資
金
が
、
他
の
金
融
機
関
へ
流
出
し
、

独
占
資
本
の
支
配
の
も
と
に
お
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
六
年
一
二
月
の
改
正
に
よ
り
、
預
金
の
受
入
対
象
を
組
合
の
構
成
員
に
ま
で

拡
大
し
た
が
、
事
業
協
同
組
合
に
預
金
の
受
入
を
認
め
ず
、
ま
た
ζ

れ
を
協
同
組
合
連
合
会
に
共
同
施
設
と
の
兼
営
を
認
め
な
い
の
で
ゐ

る
か
ら
組
合
員
の
資
金
は
、
同
様
に
他
の
金
融
機
関
へ
流
出
し
、
商
工
中
金
の
預
金
は
そ
れ
ほ
ど
増
加
し
な
い
で
ゐ
ろ
う
。

以
上
の
と
と
く
、
商
工
中
金
に
預
け
入
れ
ら
れ
る
組
合
お
よ
び
組
合
員
の
預
金
が
少
な
い
の
に
反
し
で
政
府
指
定
預
金
、
公
共
団
体
の

預
金
必
占
め
る
比
重
は
高
い
。

こ
れ
に
よ
り
政
府
、
公
共
同
体
の
発
言
力
は
強
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
六
年
一
ニ
用
の
攻
ま
に
よ
り
預

金
の
受
入
対
象
が
組
合
員
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
主
務
大
臣
の
認
可
を
う
け
た
る
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
よ
り
の
預

金
受
入
が
認
め
ら
れ
に
。

こ
れ
に
よ
り
大
銀
行
な
ど
も
商
工
中
金
の
預
金
構
成
に
参
加
し
、
大
銀
行
、
強
占
資
本
の
支
配
は
強
化
さ
れ

た
Q第

三
は
、
商
工
中
金
は
、
預
金
に
よ
る
資
金
の
拡
充
が
困
難
な
た
め
、
商
工
債
券
を
発
行
し
て
資
金
源
を
拡
充
し
て
い
る
が
、
乙
の
償

券
発
行
に
よ
っ
て
商
工
中
金
は
、
政
府
、
独
占
資
本
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
債
券
の
発
行
は
、
二
四
年
三
月
以
降
停
止

さ
れ
て
い
た
が
、
二
五
年
五
月
見
返
資
金
巳
よ
る
優
先
出
資
が
お
こ
な
わ
れ
た
後
、
六
月
「
銀
行
等
の
債
券
発
行
等
以
関
す
る
法
律
」
に

よ
っ
て
自
己
資
本
の
金
額
の
二

O
倍
に
相
当
す
る
金
額
か
ら
頑
金
の
絡
額
と
そ
の
発
行
し

τい
る
債
券
の
総
額
と
の
合
計
額
を
控
徐
し
た

、.

磁
額
手
相
当
す
る
金
額
を
限
度
と
し
て
債
治
を
発
行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
に
Q



見
返
資
金
に
よ
る
商
工
中
金
へ
の
優
先
出
資
は
、

こ
れ
に
よ
り
資
本
金
を
増
資
し
、
も
っ
て
債
券
発
行
額
を
高
め
資
金
を
吸
収
し
、

こ

れ
ぞ
独
占
資
本
の
支
配
下
に
お
く
と
と
も
に
、
商
工
中
金
を
従
属
下
の
金
融
機
関
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
@
こ
の
債
券
発
行
に
よ
り
筒
工

中
金
の
債
券
発
行
高
は
、
二
六
年
急
激
に
増
加
し
た
Q

そ
の
後
、
商
工
債
券
の
発
行
は
二
七
年
六
月
長
期
信
用
銀
行
法
に
も
と
帽
す
い
て
発

O_" 
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市
中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

行
限
度
が
資
本
金
、

お
よ
び
株
式
勘
定
に
属
す
る
準
備
金
の
額
の

二
O
倍
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
Q

二
九
年
三
月
末
の
債
券
保
有
状
況
を
み
る
と
第
一
八
表
の
と
と

く
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ニ
六
年
三
月
資
金
運
用
部
法
の
制
定
に
よ
り
、
同

資
金
に
よ
る
金
融
債
の
引
受
が
(
一
金
融
機
関
の
発
行
す
る
金
融
債
の

五
割
、
ま
た
一
金
融
機
関
の
一
回
に
発
行
す
る
金
融
債
の
六
割
を
こ
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
〉
認
め
ら
れ
た
の
で
、
利
付
債
の
五
九
%
が
資
金

運
用
部
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
、
三
六
・
七

μ
が
銀
行
に
よ
っ
て
保

有
会
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
政
府
、
大
銀
行
は
商
工
中
金
を
支

配
下
に
お
い
て
い
る
。
割
引
債
は
、
九
五
・
六
%
が
個
人
に
よ
っ
・

こ
こ
に
は
個
人
か
ら
の
資
金
の
吸
収
が
み
ら
れ

る
。
商
工
中
金
の
資
金
の
六

O
M沖
以
上
が
こ
の
よ
う
に
債
券
発
行

て
保
有
さ
れ
、

に
よ
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
融
資
を
う
け
る
組
合
そ
し
て

二
一
七



中
小
企
業
金
融
し
し
金
融
織
関

二
一
八

組
合
員
は
、
高
利
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

τ
い
る
。

商
工
中
金
の
貸
出
金
利
は
、

一
年
未
満
の
短
期
が
平
均
日
歩
二
銭
九

厘

円
年
利
一
割
五
分
八
厘
〉
一
年
以
上
の
長
期
は
年
利
一
割
三
分
く
ら
い
と
な
り
、
平
均
し
て
日
歩
一
一
銭
九
厘
と
銀
行
に
比
べ
て
相
当
高

い
@
ま
た
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
の
金
利
は
、
長
期
、
年
利
一
割
で
ゐ
り
、
国
民
金
融
公
庫
の
普
通
貸
付
の
金
利
は
期
限
三
年
以
内
で
年

利
一
割
こ
分
以
上
で
商
工
中
金
の
万
が
高
く
な
ヮ
て
い
る
。
そ
の
上
、
組
合
が
商
工
中
金
か
ら
借
り
て
組
合
員
に
転
貸
す
る
場
合
に
は
、
.

-
午
前
い
手
数
料
が
と
ら
れ
る
の
で
ま
す
ま
す
高
く
つ
く
こ
と
に
な
る
。

な
お
商
工
中
金
に
は
、
日
本
銀
行
、
中
小
企
業
金
融
関
係
別
枠
融
資
が
一
七
億
を
限
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
目
頭
よ
り
の
資
金

の
借
入
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
Q

こ
の
点
か
ら
も
独
占
資
本
の
統
制
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
四
は
、
商
工
中
金
の
資
金
が
大
銀
行
、
独
占
資
本
に
吸
い
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
支
配
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

商
工
中
金
は
余
裕
金
の
運
用
に
つ
い
て
、
国
債
、
地
万
一
債
、
ま
た
は
主
務
大
臣
の
認
可
を
う
け
た
る
有
価
証
券
の
買
入
、
主
務
大
臣
の

認
可
を
う
け
た
る
銀
行
へ
の
預
金
、
ま
た
は
短
期
貸
付
等
を
お
こ
な
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
独
占
資
本
は
商
工

中
金
の
資
金
を
吸
い
み
の
げ
、
そ
れ
を
自
己
の
支
配
下
に
お
い
て
い
る
。

以
上
の
ご
と
く
商
工
中
金
に
は
、
政
府
、
大
銀
行
、
独
占
資
本
の
監
督
、
支
配
が
強
固
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
商
主
中
金

の
融
資
に
あ
た
っ
て
も
政
府
、
大
銀
行
、
独
占
資
本
は
強
い
発
言
力
を
も
ち
、
そ
の
意
図
の
も
と
に
融
資
が
な
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
独
占
資
本
は
、

み
ず
か
ら
の
維
持
、
強
化
を
目
的
と
し
て
、
中
小
企
業
を
そ
の
外
業
部
と
し
て
育
成
す
る
た
め
に
、
商
工
中

金
を
し
て
特
定
の
組
合
、
ま
た
は
組
合
員
に
融
資
を
お
こ
な
わ
せ
て
い
る
。
商
工
中
金
の
貸
付
は
、
無
担
保
で
割
賦
償
還
で
ゐ
り
、
同
一

人
に
対
す
る
融
資
限
度
が
な
い
た
め
、
独
占
資
本
の
意
図
の
も
と
に
容
易
に
融
資
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
、
独
占
資
本
の
外
業
部
'
の
強
化

ゆ
た
め
に
商
工
中
金
は
利
用
主
れ
て
い
る
。



ニ
六
年
一
二
月
の
改
正
に
よ
り
、
融
資
対
象
が
所
属
組
合
の
組
合
員
に
ま
で
拡
大
会
れ
る
こ
と
に
な
り
、
会
ら
に
容
易
に
選
別
融
資
3

系
刊
融
資
が
可
能
に
な
っ
た
。

融
資
対
象
を
所
肩
組
合
の
組
合
員
に
拡
大
し
た
こ
と
は
、
商
工
中
金
が
中
小
企
業
等
協
同
組
合
の
金
融
の
円
滑
を
ば
か
り
、
協
同
組
合

を
組
織
化
し
、
強
化
し
、
育
成
す
る
と
い
う
目
的
と
矛
盾
し
て
い
る
。
形
式
的
に
は
、
直
接
融
資
を
F

フ
け
よ
う
と
す
る
組
合
員
は
、
所
尾

組
合
の
承
認
ま
た
は
同
意
を
え
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
な
っ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
も
は
や
、
r

協
同
組
合
の
育
成
、
強
化
の
た
め
で

は
な
く
、
個
々
の
独
占
資
本
の
系
列
下
に
あ
る
中
小
企
業
を
独
占
資
本
の
外
業
部
と
し
て
育
成
、
強
化
す
る
た
め
の
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
組
合
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
る
。

商
工
中
金
は
本
来
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
の
金
融
ぞ
円
滑
化
し
、
協
同
組
合
を
組
織
化
し
、
強
化
、
育
成
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

政
府
の
中
小
企
業
金
融
政
策
、
か
、
真
に
中
小
企
業
の
た
め
に
た
て
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
商
工
中
金
は
純
然
た
る
中
小
企
業
の
た
め
の

組
合
金
融
吾
お
こ
な
い
う
る
で
あ
ろ
主
。
し
か
し
法
律
は
漸
次
中
小
企
業
の
た
め
の
組
作
金
融
を
阻
害
す
る
方
向
に
改
正
さ
れ
て
き
、
政

府
の
監
督
権
が
強
固
の
た
め
政
府
の
変
わ
る
ご
と
に
商
工
中
金
が
左
右
さ
れ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
商
工
中
金
は
中
小
企
業
の
た
め
の
組

合
金
融
を
完
全
に
は
た
し

τい
る
と
は
い
い
が
た
い
。

だ
が
資
本
金
中
、
組
合
出
資
が
一
二
億
九
、
七
九

O
万
に
の
ぼ
り
、
(
一
一
九
年
七
月
末
)
総
資
本
金
の
約
八

C
M声
ぞ
占
め
て
い
る
現
在
、

中
小
企
業
等
協
同
組
合
の
発
展
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
商
工
中
金
を
真
に
中
小
企
業
の
た
め
の
金
融
機
関
と
す
る
日
は
、
再
々

の
弊
害
を
除
去
し
、
中
小
企
業
者
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
小
企
業
者
の
組
織
化
も
す
す
み
、

.K
面
戦
争
経
済
ぞ
強
行
す
る
独
占
資
本
の
圧
迫
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
窮
乏
化
の
道
を
歩
ん
で
い
る
現
在
、
中
小
企
業
の
生
主
る
道
そ
再
検

中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
筋

ご
一
九



市
小
企
業
金
融
し
ヰ
金
融
機
関

二一一
O

討
し
そ
の
自
覚
の
も
と
に
中
小
企
業
の
た
め
の
商
工
中
金
た
ら
し
め
る
と
と
が
期
待
合
れ
る
。

(ロ)

中
小
企
業
金
融
公
庫

中
小
企
業
金
融
公
庫
(
以
下
中
小
公
庫
と
略
す
)
は
、
昭
和
二
八
年
八
月
一
日
公
布
施
行
さ
れ
た
中
小
企
業
金
融
公
庫
法
に
る
と
*
す
い

て
「
中
小
企
業
者
の
お
こ
な
う
事
業
の
振
興
に
必
要
な
喪
期
資
金
で
ゐ
っ
て
、

一
般
の
金
融
機
関
闘
が
融
通
す
る
乙
と
を
困
難
と
す
る
も
の

を
融
通
す
る
」
こ
と
岳
民
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
政
府
金
融
機
関
で
あ
る
。

つ
ま
り
一
般
の
金
融
機
関
が
融
通
す
る
ζ

と
が
困
難
な
ち
の

に
長
期
資
金
そ
補
完
的
に
融
通
す
る
乙
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

融
資
対
象
は
、
同
資
本
ま
た
は
出
資
額
が
一
、

0
0
0万
円
以
下
の
会
社
な
ら
び
に
常
時
使
用
す
る
従
業
員
三

O
O人
(
商
業
ま
た
は
サ

ー
ピ
ス
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
も
の
は
三
O
人
、
鉱
業
は
一
、

Q
O
O
人
)
以
下
の
会
社
お
よ
び
倒
人
で
特
定
事
業
(
「
中
小
企
業
金
融
公
庫
法
施

行
令
」
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
〉
を
お
と
な
う
も
の
、
倒
各
種
協
同
組
合
お
よ
び
連
合
会
、
州
問
医
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
法
人
で
従

業
員
二
一

0
0
人
以
下
の
も
の
、
山
調
整
組
合
お
よ
び
同
連
合
会
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
協
同
組
合
を
育
成
す
る
ζ
と
を
主
目
的
と
す
る
商
工
中
金
と
は
本
質
的
に
ち
が
っ
て
い
る
。

中
小
公
庫
は
、
各
穐
協
同
組
合
を
も
融
資
対
象
と
は
し
て
い
る
が
、
全
面
的
に
直
接
企
業
に
対
す
る
融
資
是
認
め
て
お
り
、
中
小
企
業

等
協
同
組
合
の
組
織
化
の
強
化
に
は
寄
与
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
彼
壊
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
小
企
業
は
、
協
同
組
合
を
組
織
す
る
乙
と
な

〈
中
小
公
庫
よ
り
の
融
資
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
組
織
化
は
す
す
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
の
み
で
な
く
今
後
の
政
府
出
資

は
、
全
両
的
に
中
小
公
庫
の
み
に
か
ぎ
ら
れ
、
商
土
巾
金
は
除
外
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
二
七
年
一
一
一
月
一
般
会
計
か
ら
尚
主
中
金
に
貸

付
け
ら
れ
た
二

O
億
は
、

一
般
会
計
か
ら
中
小
企
庫
に
出
資
さ
れ
た
も
の
と
な
り
、
商
工
中
金
は
、
中
小
公
庫
か
ら
ニ

C
億
の
借
入
を
お

こ
な
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
利
息
そ
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
中
小
公
庫
は
、
と
の
よ

5
K
中
小
企
業
の
組
織
化
を
肪
げ
、
中
小
企



業
の
育
時
の
た
め
に
で
は
な
く
、
同
じ
く
中
小
企
業
で
は
ゐ
っ
て
も
独
占
資
本
の
外
業
部
と
し
亡
の
中
小
企
業
の
強
化
の
た
め
に
倍
利
で

融
資
た
す
る
と
い
う
役
割
を
も
っ

τい
る
。

と
の
役
割
は
、
中
小
公
庫
の
性
脳
に
も
と
ず
い
て
い
る
。
中
小
公
庫
の
性
格
を
み
る
上
に
重
要
な
こ
と
は
、
資
本
金
の
構
成
お
よ
び
中

小
公
庫
が
貸
付
業
務
を
お
ζ

な
う
ほ
か
「
承
継
し
た
権
利
義
務
」
を
処
理
す
る
業
務
ぞ
お
と
な
う
と
い
う
二
つ
の
点
で
あ
る
。

中
小
公
庫
の
資
本
金
は
、
政
府
の
一
般
会
計
か
ら
の
出
資
と
と
も
に
政
府
の
産
業
投
資
特
別
会
計
か
ら
の
出
資
に
よ
っ
て
な
り
た
っ
て

い
る
。
と
ζ

ろ
で
産
業
投
資
特
別
会
計
の
出
資
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
手
の
こ
ん

r規
定
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
中
小
公
属
第
三
一
三
条
の
第
二

項
で
「
日
本
開
発
銀
行
が
政
府
の
米
国
対
日
援
助
見
返
資
金
特
別
会
計
か
ら
承
継
し
た
中
小
企
業
者
に
対
す
る
貸
付
に
係
る
債
権
及
び
乙

れ
に
附
随
す
る
権
利
義
務
を
:
;
:
公
庫
が
承
継
し
た
と
き
は
、
:
:
:
会
庫
が
承
継
し
た
債
権
の
そ
の
承
継
の
日
に
お
り
る
帳
簿
価
額
の
会

計
額
に
相
当
す
る
金
額
が
、
そ
の
承
継
の
日
に
お
い
て
日
本
開
発
銀
行
か
ら
政
府
の
産
業
投
資
特
別
会
計
に
返
済
さ
れ
た
ら
の
と
し
、
そ

の
返
済
さ
れ
た
ら
の
と
さ
れ
た
貸
付
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
が
:
:
:
同
特
別
会
計
か
ら
会
席
に
対
じ
貸
付
け
ち
れ
た
も
の
と
す
る
」
と

規
定
し
、
さ
ら
に
第
六
項
に
お
い
て
「
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
政
府
の
貸
付
金
は
:
:
:
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
政
令
で
定
め
る

時
期
に
お
い
て
返
済
さ
れ
た
古
の
と
な
る
も
の
と
し
、
そ
の
返
済
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
た
政
府
の
貸
付
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
が
~
当

該
時
期
に
お
い
て
政
府
の
産
業
特
別
会
計
か
ら
公
庫

ι出
資
さ
れ
た
も
の
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
中
小
公
庫
は
、
そ

の
資
本
金
の
構
成
に
お
い
て
見
返
資
金
特
別
会
計
の
後
身
た
る
産
業
投
資
特
別
会
計
の
出
資
舎
も
っ
て
お
り
、
見
返
資
金
の
も
つ
一
連
の

特
殊
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
と
は
さ
ら
に
「
承
継
し
た
権
利
義
務
」
を
処
理
す
る
業
務
を
み
る
と
と
に
よ
り
明
ら
か

に
な
る
。

ま
ず
中
小
公
庫
は
、
開
銀
が
復
興
金
融
金
庫
か
ら
承
継
し
た
中
小
企
業
者
に
対
す
る
貸
付
債
権
在
承
継
し
た
。

こ
の
貸
付
債
権
は
、
開

中
小
企
業
金
融
左
金
融
機
関
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中
小
企
業
金
融
と
金
融
機
関

銀
の
中
小
公
庫
に
対
す
る
貸
付
と
な
っ
た
。

一一一一一一

第
一
一
に
中
小
一
公
庫
は
、
閣
銀
が
ニ
八
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
お
こ
な
っ
た
中
小
企
業
者
に
対
す
る
貸
耐
債
権
を
承
継
し
た
。
}
」
の
貸
付

債
権
も
同
様
、
開
銀
の
中
小
公
庫
に
対
す
る
貸
付
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
中
小
公
庫
は
、
開
銀
が
二
八
年
四
月
一
日
以
降
お
こ
な
っ
た
中
小

企
業
者
に
対
す
る
貸
付
債
権
ぞ
開
銀
か
ら
現
金
で
買
い
取
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
ゐ
る
。

中
小
公
庫
が
承
継
し
た
債
権
は
、
以
上
の
よ
う
に
復
金
、
開
銀
の
中
小
企
業
に
対
す
る
貸
付
債
権
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
中
小
公
庫
は
、

復
金
、
開
銀
の
も
っ
て
い
る
性
格
、
役
割
そ
そ
の
ま
ま
中
小
企
業
部
門
に
お
い
て
、
に
な
っ
て
い
る
の
で
ゐ
る
。

中
小
公
庫
の
業
務
は
、
代
理
金
融
機
関
に
業
務
を
委
託
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。
代
理
金
融
機
関
数
は
四

O
二
で
円
二
九
年
二
月
現
在
)
一

一
大
銀
行
か
ら
信
用
協
同
組
合
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。
金
融
機
関
別
に
貸
付
を
み
る
と
金
額
で
は
都
市
銀
行
等
六
二
・
四

μ
ハ
商
工
市
金

を
今
日
む
)
中
小
金
融
機
関
(
信
用
協
同
組
合
を
含
む
〉
四
七
・
一
%
で
あ
り
、
都
市
銀
行
等
は
ハ
商
工
中
金
を
含
む
〉
総
貸
付
金
額
臼
三
二
・

四
%
を
占
め
て
汁
る
。
中
小
公
庫
の
貸
付
が
大
銀
行
広
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
件
当
り
の
平
均
融
資
額
ほ
、
都
市
銀
行

等
三
ニ
六
万
円
、
地
万
銀
行
二
二
三
万
円
、
相
互
銀
行
一
八
九
万
円
、
信
用
金
庫
一
一
ニ
二
万
円
で
六
一
銀
行
が
大
口
融
資
で
ゐ
る
乙
と
が
わ

か
る
。
中
小
公
庫
の
一
業
務
は
こ
の
よ
う
に
代
理
貸
の
た
め
、
金
融
機
関
は
こ
れ
を
利
用
し
て
傘
下
の
中
小
企
業
に
融
資
を
じ
、
中
小
企
業

調
資
に
と
ら
な
う
危
険
性
を
財
政
資
金
に
よ
っ
て
肩
代
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
貸
付
の
・
九
七
・
九
%
が
設
備
資
金
℃
あ
る
ζ

と
も
ま
た

特
徴
的
で
あ
る
。
中
小
公
庫
は
、
以
上
の
よ
う
な
性
格
を
ち
っ
て
発
足
し
、

な
い
、
他
万
に
お
い
て
戦
争
経
済
を
強
行
し
よ
う
と
す
る
独
占
資
本
お
よ
び
そ
の
支
配
者
の
外
業
部
と
し

τの
中
小
企
業
を
育
成
す
る
役

割
を
も
っ
て
い
る
。
中
小
公
軍
の
設
立
は
、
独
占
資
本
の
中
小
企
業
に
対
す
る
支
盟
、
統
制
を
強
化
す
る
ζ

と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
に
お
い
て
中
小
企
業
の
組
織
化
の
阻
止
、
破
壊
を
お
こ

ρ1 

国
昆
金
融
公
電



最
後
日
簡
単

ι国
民
金
融
公
庫
に
つ
い
て
の
ぺ
て
お
ζ

当
。
国
民
金
融
公
庫
は
、
昭
和
二
四
年
五
月
公
布
施
行
3
れ
た
国
民
金
融
会
嵐

法
巳
も
と
ず
い
て
庶
民
金
庫
と
恩
給
金
庫
の
業
務
を
承
継
し
、

「
銀
行
そ
の
他
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
資
金
の
融
通
を
う
け
る
ζ

と
を
因

出
資
金
お
よ
び
資
金
運
用
部
か
ら
の
借
入
金
を
資
金
源
と
し
、
預
金
業
務
は
取
扱
わ
な
い
。

難
と
す
る
国
民
大
衆
に
対
レ
亡
、
必
要
な
事
業
資
金
の
供
給
を
お
ζ

な
う
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
全
額
政
府

業
務
は
、
大
蔵
大
臣
が
団
長
金
融
審
議
会

ハ
審
議
会
以
、
大
蔵
省
銀
行
局
を
代
表
す
る
も
の
一
人
、

工
業
、
商
業
、
農
業
お
よ
び
金
融
界
を
代
表
す
る
も
の
四
人
、

国
民
大
衆
の
利
益
を
代
表
す
る

も
の
で
国
家
ま
た
は
地
万
公
共
同
体
の
会
務
員
以
外
の
も
の
三
人
。
中
小
企
業
庁
を
代
表
す
る
も
の
一
人
、
計
九
人
で
構
成
き
れ
て
い
る
)
の
議
を
経
て

定
め
る
計
画
お
よ
び
指
示
に
よ
っ
て
お
と
な
う
「
生
業
資
金
の
小
口
貸
付
」
で
あ
る
。
貸
付
は
事
業
資
金
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。

乙
の
業

務
に
は
普
通
貸
付
と
更
生
資
金
貸
付
が
め
る
。
国
民
金
融
審
議
会
は
、
諮
問
機
関
で
あ
っ
て
委
員
の
任
免
は
大
蔵
大
臣
に
あ
り
、
実
質
的

ド

ι
は
政
府
の
政
策
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
る
。

む

す

とX

以
上
、
中
小
企
業
に
対
し

τ金
融
奇
行
っ
て
い
る
主
要
な
金
融
機
関
の
性
格
、
役
割
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
@
い
ず
れ
の
金
融
機
関

も
大
な
り
小
な
り
独
占
資
本
の
支
配
の
下
に
従
属
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
独
占
資
本
の
た
め
に
補
完
的
金
融
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う
@
し
か
し
立
入
っ
て
考
察
す
れ
ば
、
そ
ζ

に
陪
々
の
乙
と
な
っ
た
性
料
、
役
割
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
@
銀
行
の

な
か
で
も
大
銀
行
、
債
券
発
行
銀
行
お
よ
び
大
銀
行
に
従
属
し
て
い
る
地
万
銀
行
主
地
五
産
業
、
中
小
企
業
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
地
方

銀
行
と
は
、
そ
の
性
格
を
ζ

と
に
し
て
お
り
、
両
者
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
@
前
者
は
、
中
小
企
業
へ
の
一
融
資
額
か
ら
い
え
ば

他
の
金
融
機
関
に
比
し
て
多
額
で
あ
る
が
、
そ
の
総
融
資
額
に
対
し
て
み
れ
ば
極
め
て
僅
少
で
あ
る
a

と
れ
に
対
し
て
後
者
の
地
万
銀

中
小
企
業
金
融
と
八
五
品
問
機
関

一一一一一一一



中
小
企
業
金
融
と
主
融
機
構

ニニ四

丹
、
そ
し
て
相
互
銀
行
、
ト
信
用
金
庫
の
融
資
は
少
額
で
あ
る
が
、
そ
の
資
金
の
大
部
分
を
中
小
企
業
に
融
資
し
て
お
り
、
中
小
企
業
に
対

す
る
態
度
は
前
者
の
諸
銀
行
と
は
全
く
乙
と
な
っ
て
い
る
@
前
者
の
中
小
企
業
金
融
は
、
主
と
し
て
独
占
資
本
の
系
列
下
に
あ
る
中
小
企

業
応
対
し
て
で
あ
り
、
そ
れ
は
む
し
ろ
独
占
資
本
そ
強
化
す
る
た
め
の
融
資
な
の
で
あ
る
@
そ
し
て
中
小
企
業
は
、
融
資
に
め
た
っ
て
両

建
、
歩
積
奇
強
制
さ
れ
高
金
利
を
課
せ
ら
れ
収
奪
さ
れ
て
い
る
@
独
占
資
本
の
系
列
外
に
あ
り
、
平
荷
産
業
に
従
事
し
て
い
る
中
小
企
業

は
、
こ
れ
ら
の
諸
銀
行
か
ら
み
は
な
会
れ

τい
る
@
と
く
に
昨
秋
来
の
金
融
引
締
政
策
に
と
も
な
う
選
別
融
資
、
系
列
融
資
の
強
化
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
中
小
合
業
は
、
全
く
融
資
対
象
外
に
立
た
会
れ
て
い
る
@
だ
が
中
小
企
業
の
資
金
難
は
深
刻
で
あ
る
@
そ
れ
右
中
小
企
業

は
、
他
の
金
融
機
関
ま
た
は
高
利
貸
に
頼
ら
ざ
る
ぞ
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
に
が
商
工
中
金
、
中
小
公
庫
等
の
政
府
金
融
機
関
の
融
資
は
、
政

府
の
政
策
に
基
い

τお
り
、
独
占
資
本
の
強
化
の
た
め
に
中
小
企
業
に
対
し
て
補
完
的
金
融
を
行
う
ζ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
平
和

産
業
に
従
事
す
る
中
小
企
業
へ
の
融
資
は
そ
れ
ほ
ど
期
待
さ
れ
な
い
。
中
小
企
菜
に
と
っ
て
最
も
期
待
さ
れ
る
金
融
機
関
は
、
地
方
産

業
、
中
小
企
業
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
中
小
の
地
方
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
で
あ
る
@
と
れ
ら
の
金
融
機
関
は
、
規
模
が
小
さ
く

資
金
量
も
微
弱
で
ゐ
り
、

し
か
も
中
小
企
業
の
不
振
が
直
接
資
金
面
に
影
響
し
、
加
え
る
に
金
融
引
締
政
策
に
よ
る
政
府
預
金
の
引
揚
げ
、

地
万
財
政
の
窮
乏
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
預
金
の
引
揚
げ
に
よ
っ
て
益
々
資
金
は
欠
乏
し
経
営
す
ら
脅
か
さ
れ
て
い
る
@
他
万
独
占
資

本
の
収
奪
の
も
と
に
も
お
か
れ
て
い
る
?
だ
か
ら
こ
れ
ら
の
金
融
機
調
の
融
資
額
は
少
額
で
ゐ
る
@
し
か
し
中
小
企
業
に
対
す
る
金
融
機

関
の
問
題
は
、
単
に
融
資
額
の
多
少
に
あ
る
の
で
は
な
い
Q

金
融
機
関
が
中
小
企
業
と
密
接
な
関
係
そ
も
ち
、
中
小
企
業
の
発
展
の
た
め

に
寄
与
す
る
か
ど
う
か
と
い
}
フ
ζ

と
が
問
題
な
の
で
ゐ
る
@
中
小
め
地
方
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信
用
金
沖
は
、

ζ

の
意
味
で
モ
の
も
っ
て

い
る
性
格
か
ら
独
占
資
本
に
対
立
し
て
、
平
和
産
業
に
従
事
す
る
中
小
企
業
の
た
め
の
金
融
機
関
と
レ
て
発
展
し
う
る
条
件
そ
備
え
て
い

る
と
考
え
る
の
で
あ
る
Q

へ
終
)




